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第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係

【242】外地戦争裁判未決死亡者の靖国神社合祀のための事務について（昭和33年６月10日復員第六一三号業務二第一〇〇

七号の一〇二厚生省引揚援護局復員課長、同業務第二課長発地方復員部長、都道府県主務課長宛）



【243】昭和三十三年秋季靖国神社合祀事務等の細部について（追加）（昭和33年６月13日復員第六四〇号厚

生省引揚援護局復員課長発各都道府県主務課長宛）
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【
二
四
四
】
将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定

す
べ
き
者

昭
和
33
年
６
月
20
日
）

将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
者33．

6．

20

靖
国
神
社
の
従
来
の
合
祀
基
準
に
は
な
い
が
大
東
亜
戦
争
の
特
異
性
に

よ
り
将
来
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

一

軍
人
軍
属
の
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
樺
太
等
に
お
い
て
受
傷
り
病

し
た
公
務
死
亡
者
。（
戦
死
及
び
戦
傷
死
者
を
除
く
）

説
明次

の
よ
う
な
者
は
恩
給
法
及
び
遺
族
援
護
法
上
公
務
死
亡
者
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

１

航
空
殉
職
者
（
新
型
航
空
機
の
試
験
飛
行
中
の
殉
職
者
を
含
む
）

２

特
攻
兵
器
、
特
種
兵
器
試
験
及
び
訓
練
中
の
殉
職
者

３

演
習
訓
練
行
軍
及
び
輸
送
中
の
傷
い
疾
病
（
日
射
病
等
）
に
よ
る

死
亡
者

４

軍
隊
等
に
お
い
て
集
団
発
生
し
た
赤
痢
及
び
栄
養
失
調
症
に
よ
る

死
亡
者

５

病
院
に
お
い
て
伝
染
病
患
者
の
診
療
に
任
ず
る
軍
医
、
衛
生
兵
、

看
護
婦
で
当
該
伝
染
病
で
死
亡
し
た
者

右
の
う
ち
航
空
機
、
特
攻
特
種
兵
器
の
試
験
に
任
ず
る
者
等
に
は
そ

の
危
険
の
度
に
応
じ
特
別
手
当
を
支
給
し
恩
給
法
上
も
加
算
を
認
め
て

い
た
。

二

軍
人
軍
属
の
服
務
関
連
死
亡
者

説
明大

東
亜
戦
争
の
特
性
上
弱
兵
を
徴
集
又
は
召
集
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
つ
た
た
め
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
樺
太
等
で
公
務
と
認
め
る

傷
い
疾
病
で
は
な
い
が
服
務
に
関
連
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り

遺
族
援
護
法
に
お
い
て
は
弔
慰
金
（
五
万
円
）
遺
族
年
金
（
公
務
の
遺

族
年
金
の
六
割
）
を
支
給
し
恩
給
法
に
お
い
て
は
特
例
扶
助
料
（
公
務

扶
助
料
の
六
割
乃
至
七
割
五
分
）
が
支
給
さ
れ
て
お
る
。

三

軍
人
軍
属
等
の
法
務
関
係
死
亡
者

説
明

１

日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
十
一
条
に
掲
げ
る
裁
判
に
よ
り
拘
禁
さ

れ
た
者
の
う
ち
当
該
拘
禁
中
死
亡
し
た
者
で
所
謂
戦
犯
者
と
し
て
刑

死
し
又
は
拘
禁
中
自
決
又
は
病
死
し
た
も
の
で
あ
る
。（
旧
軍
の
軍

法
会
議
に
よ
り
軍
刑
法
又
は
一
般
刑
法
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
者
を
含

ま
な
い
。）

２

こ
れ
ら
の
者
の
遺
族
に
は
公
務
と
同
額
の
遺
族
年
金
及
び
扶
助
料

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

３

軍
人
軍
属
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
法
務
関
係
死
亡
者
に
は
公
務
と

同
額
の
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

四

国
家
総
動
員
法
に
基
く
徴
用
又
は
協
力
中
の
死
亡
者

説
明

１

国
家
総
動
員
法
（
昭
和
十
三
年
四
月
一
日
法
律
第
五
十
五
号
）
第

四
条
の
規
定
に
よ
り
徴
用
さ
れ
た
者
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
協

力
さ
せ
ら
れ
た
者
の
う
ち
戦
時
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
者
で
、
こ
れ

ら
の
遺
族
に
は
三
万
円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

２

こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
た
者
（
昭
和
十
六
年
六
月

三
十
日
陸
達
第
四
十
七
号
）
の
身
分
は
次
の
と
お
り
取
り
扱
わ
れ
る
。

陸
軍
の
部
隊
及
び
工
場
に
徴
用
さ
れ
た
も
の

生
前
よ
り
軍

属
（
昭
和
十
六
年
十
二
月
二
十
九
日
陸
省
令
第
五
十
九
号
国
家
総
動

員
法
第
四
条
に
基
き
陸
軍
に
徴
用
せ
ら
れ
た
る
者
の
給
与
に
関
す
る

件
）陸

軍
の
管
理
監
督
工
場
に
徴
用
さ
れ
又
は
協
力
を
命
ぜ
ら
れ
た
も

の

死
亡
の
日
を
も
つ
て
無
給
軍
属
（
昭
和
十
七
年
四
月
二
十

二
日
陸
密
第
一
〇
八
六
号
帝
国
内
に
在
る
陸
軍
の
管
理
監
督
工
場
に

在
籍
す
る
者
に
し
て
其
の
業
務
に
従
事
中
戦
争
の
際
に
お
け
る
戦
闘

行
為
に
よ
り
死
没
せ
し
者
の
身
分
取
扱
に
関
す
る
件
）

３

海
軍
に
徴
用
さ
れ
た
者
も
陸
軍
に
徴
用
さ
れ
た
者
と
同
様
に
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
が
一
般
工
場
に
徴
用
さ
れ
た
者
は
陸
軍
又
は
海
軍
の

軍
属
と
し
て
は
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

４

国
家
総
動
員
法
関
係
法
規

国
家
総
動
員
法

昭
和
十
三
年
法
律
第

五
五
号

国
民
徴
用
令

昭
和
十
四
年
勅
令
第

四
五
一
号

船
員
徴
用
令

昭
和
十
五
年
勅
令
第

六
八
五
号

医
療
関
係
者
徴
用
令

昭
和
十
六
年
勅
令
第
一
一
三
一
号

獣
医
師
等
徴
用
令

昭
和
十
七
年
勅
令
第

三
九
号

国
民
勤
労
報
国
協
力
令

昭
和
十
六
年
勅
令
第

九
九
五
号

学
徒
勤
労
令

昭
和
十
九
年
勅
令
第

五
一
八
号

女
子
挺
進
勤
労
令

昭
和
十
九
年
勅
令
第

五
一
九
号

五

国
民
義
勇
隊
の
隊
員
で
出
動
中
に
お
い
て
従
事
し
た
業
務
に
よ
り
死

亡
し
た
者

説
明

１

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
「
国
民
義
勇
隊
の
組
織
に

関
す
る
件
」
に
基
い
て
組
織
さ
れ
た
国
民
義
勇
隊
の
隊
員
と
な
つ
た

者
で
出
動
中
従
事
し
た
業
務
に
よ
り
死
亡
し
た
者
で
あ
る
。

２

広
島
県
に
お
い
て
編
成
し
た
国
民
義
勇
隊
が
広
島
市
の
疎
開
作
業

に
従
事
中
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
の
原
爆
に
よ
り
約
一
万
名
が
死
亡

し
て
お
り
こ
れ
ら
の
遺
族
に
は
三
万
円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。

３

右
の
疎
開
作
業
は
防
空
法
（
昭
和
十
二
年
四
月
二
日
法
律
第
四
十

七
号
）
第
五
条
乃
至
第
五
条
の
十
の
防
空
計
画
に
基
く
作
業
で
あ
る
。

よ
つ
て
こ
れ
を
合
祀
す
る
と
き
他
の
防
空
法
の
規
定
に
よ
る
業
務

（
疎
開
作
業
、
防
空
監
視
防
火
等
）
に
従
事
中
死
亡
し
た
者
を
如
何

に
す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。

六

満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
よ
り
終
戦

ま
で
業
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
者
及
び
終
戦
後
自
己

の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者

説
明

１

満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
は
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
の
閣
議

決
定
「
満
洲
開
拓
民
に
関
す
る
根
本
方
策
に
関
す
る
件
」
に
基
い
て

組
織
さ
れ
た
者
で
あ
る
。

２

青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
業
務
上
又
は
自
己
の
責
に
帰
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
対
し
て
は
三
万
円
の

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

３

青
年
義
勇
隊
員
の
う
ち
陸
軍
の
軍
属
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
が
相

当
数
あ
り
軍
の
要
請
に
基
き
戦
闘
に
参
加
し
戦
死
戦
傷
死
し
た
者
は

陸
軍
軍
属
（
無
給
又
は
死
後
有
給
）
と
し
て
取
り
扱
は
れ
て
い
る
。

七

特
別
未
帰
還
者
の
死
亡
者

説
明

１

旧
特
別
未
帰
還
者
給
与
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
七
十
九

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
別
未
帰
還
者
（
も
と
の
陸
海
軍
に
属
し

て
い
な
い
者
で
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
か
ら
引
続
き
海
外
に
在
つ
て

ま
だ
帰
国
せ
ず
、
且
つ
、
ソ
ビ
エ
ツ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
、
樺

太
、
千
島
、
北
緯
三
十
八
度
以
北
の
朝
鮮
、
関
東
州
、
満
洲
又
は
中

国
本
土
（
主
務
大
臣
の
指
定
す
る
地
域
を
除
く
。）
の
地
域
内
に
お

い
て
、
ソ
ビ
エ
ツ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
地
域
内
の
未
復
員
者

と
同
様
の
実
情
に
あ
る
も
の
を
い
う
。）
が
自
己
の
責
に
帰
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
事
由
に
よ
つ
て
死
亡
し
た
時
に
は
遺
族
に
対
し
三
万

円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

２

こ
れ
ら
特
別
未
帰
還
者
が
未
復
員
者
と
同
様
の
実
情
に
な
る
ま
で

の
状
態
は
区
々
で
あ
り
入
ソ
者
の
如
く
当
初
よ
り
強
制
さ
れ
た
も
の

か
ら
相
当
期
間
自
由
に
商
業
等
を
営
ん
で
い
た
も
の
ま
で
あ
る
。
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３

終
戦
後
に
お
い
て
自
己
の
責
に
帰
し
得
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し

た
軍
人
軍
属
を
合
祀
す
る
以
上
こ
れ
ら
特
別
未
帰
還
者
を
如
何
に
す

る
か
問
題
で
あ
る
。

八

軍
人
軍
属
の
在
郷
死
亡
者
の
う
ち
公
務
に
よ
る
受
傷
り﹅
病
の
日
よ
り

三
年
以
上
を
経
過
し
た
者

１

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
戦
時
中
憲
兵
等
を
も
つ
て
在
郷
間
に
お
け
る

起
居
等
に
つ
い
て
調
査
し
個
別
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
審
査
さ
れ

て
い
た
が
今
や
そ
の
調
査
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

２

こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
祭
神
と
し
て
合
祀
す
る
を
適
当
と
す
る
も
の

が
若
干
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
市
町
村
長
及
び
民
生
委
員
等
の

証
明
を
求

〔
※
１
〕

〔
※
２
〕

め
て
合
祀
を
審
査
し
て
は
如
何
か
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
※
１
〕用
語1．

終
戦
前
｜
｜
公
務
に
基
因
し
て
死
亡
し
た
も
の
。

2．

終
戦
後
｜
｜
自
己
の
責
に
帰
し
得
な
い
事
由
に
よ
り

死
亡
し
た
も
の
。

〔
※
２
〕海
軍船

舶
運
営
會
（
国
家
機
関
）
の
運
行
す
る
船
舶
の
職
員
で
、

業
務
上
負
傷
・
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の

援
ゴ
法
の
対
象
と
な
つ
て
ゐ
る

六
五
〇
（
内
裁
定
済
五
六
〇
）

船
員
徴
用
令
に
よ
り
徴
用
さ
れ
た
者
の
（
徴
用
令
に
よ
り

一
般
工
場
で
死
亡
し
た
者
と
）
同
様
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
）

【
二
四
五
】
別
冊
㈠

将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否

か
を
決
定
す
べ
き
者

昭
和
33
年
６
月
20
日
）

将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
者33．

6．

20

靖
国
神
社
の
従
来
の
合
祀
基
準
に
は
な
い
が
大
東
亜
戦
争
の
特
異
性
に

よ
り
将
来
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

一

軍
人
軍
属
の
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
樺
太
等
に
お
い
て
受
傷
罹
病

し
た
公
務
死
亡
者
。（
戦
死
及
び
戦
傷
死
者
を
除
く
）

陸
五、〇〇〇

海
五、七五〇計
一〇、七五〇

〔
※
１
〕

説
明次

の
よ
う
な
者
は
恩
給
法
及
び
遺
族
援
護
法
上
公
務
死
亡
者
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

1．

航
空
殉
職
者
（
新
型
航
空
機
の
試
験
飛
行
中
の
殉
職
者
を
含
む
）

2．

特
攻
兵
器
、
特
種
兵
器
試
験
及
び
訓
練
中
の
殉
職
者

3．

演
習
訓
練
行
軍
及
び
輸
送
中
の
傷
痍
疾
病
（
日
射
病
等
）
に
よ
る

死
亡
者

4．

軍

〔
※
２
〕

隊
等
に
お
い
て
集
団
発
生
し
た
赤
痢
及
び
栄
養
失
調
症
に
よ
る

死
亡
者

5．

病
院
に
お
い
て
伝
染
病
患
者
の
診
療
に
任
ず
る
軍
医
、
衛
生
兵
、

看
護
婦
で
当
該
伝
染
病
で
死
亡
し
た
者

右
の
う
ち
航
空
機
、
特
攻
特
種
兵
器
の
試
験
に
任
ず
る
者
等
に
は
そ

の
危
険
の
度
に
応
じ
特
別
手
当
を
支
給
し
恩
給
法
上
も
加
算
を
認
め
て

い
た
。

二

軍
人
軍
属
の
服
務
関
連
死
亡
者

陸
三五、〇〇〇

海
一五、〇〇〇計
五〇、〇〇〇

説
明大

東
亜
戦
争
の
特
性
上
弱
兵
を
徴
集
又
は
召
集
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
つ
た
た
め
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
樺
太
等
で
公
務
と
認
め
る

傷
痍
疾
病
で
は
な
い
が
服
務
に
関
連
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り

遺
族
援
護
法
に
お
い
て
は
弔
慰
金
（
五
萬
円
）
遺
族
年
金
（
公
務
の
遺

族
年
金
の
六
割
）
を
支
給
し
恩
給
法
に
お
い
て
は
特
例
扶
助
料
（
公
務

扶
助
料
の
六
割
乃
至
七
割
五
分
）
が
支
給
さ
れ
て
お
る
。

三

軍
人
軍
属
等
の
法
務
関
係
死
亡
者

陸海

）九二七

説
明

1．

日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
十
一
条
に
掲
げ
る
裁
判
に
よ
り
拘
禁
さ

れ
た
者
の
う
ち
当
該
拘
禁
中
死
亡
し
た
者
で
所
謂
戦
犯
者
と
し
て
刑

死
し
又
は
拘
禁
中
自
決
又
は
病
死
し
た
も
の
で
あ
る
。（
旧
軍
の
軍

法
会
議
に
よ
り
軍
刑
法
又
は
一
般
刑
法
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
者
を
含

ま
な
い
。）

2．

こ
れ
ら
の
者
の
遺
族
に
は
公
務
と
同
額
の
遺
族
年
金
及
び
扶
助
料

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

3．
軍
人
軍
属
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
法
務
関
係
死
亡
者
に
は
公
務
と
同

額
の
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

四

国
家
総
動
員
法
に
基
く
徴
用
又
は
協
力
中
の
死
亡
者
の
中
、
一
般
工

場
に
徴
用
さ
れ
た
者

陸

五〇〇

海

一〇〇

計

六〇〇

説
明国

家
総
動
員
法
（
昭
和
十
三
年
四
月
一
日
法
律
第
五
十
五
号
）
第
四

条
の
規
定
に
よ
り
徴
用
さ
れ
た
者
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
協
力
さ

せ
ら
れ
た
者
の
う
ち
戦
時
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
者
で
、
こ
れ
ら
の
遺

族
に
は
三
萬
円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
一
般
工
場

に
徴
用
さ
れ
た
者
は
陸
軍
又
は
海
軍
の
軍
属
と
し
て
は
取
り
扱
わ
れ
て

い
な
い
。

国
家
総
動
員
法

昭
和
十
三
年
法
律
第

五五号

国
民
徴
用
令

昭
和
十
四
年
勅
令
第

四五一号

船
員
徴
用
令

昭
和
十
五
年
勅
令
第

六八五号

医
療
関
係
者
徴
用
令

昭
和
十
六
年
勅
令
第
一、一三一号

獣
医
師
等
徴
用
令

昭
和
十
七
年
勅
令
第

三九号

国
民
勤
労
報
国
協
力
令

昭
和
十
六
年
勅
令
第

九九五号

学
徒
勤
労
令

昭
和
十
九
年
勅
令
第

五一八号

女
子
挺
身
勤
労
令

昭
和
十
九
年
勅
令
第

五一九号

五

国
民
義
勇
隊
の
隊
員
で
出
動
中
に
お
い
て
従
事
し
た
業
務
に
よ
り
死

亡
し
た
者

陸

一〇、〇〇〇

説
明

1．

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
「
国
民
義
勇
隊
の
組
織
に

関
す
る
件
」
に
基
い
て
組
織
さ
れ
た
国
民
義
勇
隊
の
隊
員
と
な
つ
た

者
で
出
動
中
従
事
し
た
業
務
に
よ
り
死
亡
し
た
者
で
あ
る
。

2．

広
島
県
に
お
い
て
編
成
し
た
国
民
義
勇
〔
※
３
〕

隊
が
広
島
市
の
疎
開
作
業
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に
従
事
中
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
の
原
爆
に
よ
り
約
一
萬
名
が
死
亡

し
て
お
り
こ
れ
ら
の
遺
族
に
は
三
萬
円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い

〔
※
４
〕

る
。

3．

右
の
疎
開
作
業
は
防
空
法
（
昭
和
十
二
年
四
月
二
日
法
律
第
四
十

七
号
）
第
五
条
乃
至
第
五
条
の
十
の
防
空
計
画
に
基
く
作
業
で
あ
る
。

よ
つ
て
こ
れ
を
合
祀
す
る
と
き
他
の
防
空
法
の
規
定
に
よ
る
業
務

（
疎
開
作
業
、
防
空
監
視
防
火
等
）
に
従
事
中
死
亡
し
た
者
を
如
何

に
す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。

六

満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
よ
り
終
戦

ま
で
業
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
者
及
び
終
戦
後
自
己

の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者

陸

一、〇〇〇

説
明

1．

満
洲
開
拓
青
年
義
勇
〔
※
５
〕

隊
は
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
の
閣
議

決
定
「
満
洲
開
拓
民
に
関
す
る
根
本
方
策
に
関
す
る
件
」
に
基
い
て

組
織
さ
れ
た
者
で
あ
〔
※
６
〕

る
。

2．

青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
業
務
上
又
は
自
己
の
責
に
帰
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
対
し
て
は
三
萬
円
の

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

3．

青
年
義
勇
隊
員
の
う
ち
陸
軍
の
軍
属
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
が
相

当
数
あ
り
軍
の
要
請
に
基
き
戦
闘
に
参
加
し
戦
死
戦
傷
死
し
た
者
は
、

陸
軍
軍
属
（
無
給
又
は
死
後
有
給
）
と
し
て
取
り
扱
は
れ
て
い
る
。

七

特
別
未
帰
還
者
の
死
亡
者

陸

五、〇〇〇

説
明

1．

旧
特
別
未
帰
還
者
給
与
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
七
十
九

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
別
未
帰
還
者
（
も
と
の
陸
海
軍
に
属
し

て
い
な
い
者
で
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
か
ら
引
続
き
海
外
に
在
つ
て

ま
だ
帰
国
せ
ず
、
且
つ
ソ
ビ
エ
ツ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
、
樺
太
、

千
島
、
北
緯
三
十
八
度
以
北
の
朝
鮮
、
関
東
州
、
満
洲
又
は
中
国
本

土
（
主
務
大
臣
の
指
定
す
る
地
域
を
除
く
。）
の
地
域
内
に
お
い
て
、

ソ
ビ
エ
ツ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
地
域
内
の
未
復
員
者
と
同
様

の
実
情
に
あ
る
も
の
を
い
う
。）
が
自
己
の
責
に
帰
す
る
こ
と
の
出

来
な
い
事
由
に
よ
つ
て
死
亡
し
た
時
に
は
遺
族
に
対
し
三
萬
円
の
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

2．

こ
れ
ら
特
別
未
帰
還
者
が
未
復
員
者
と
同
様
の
実
情
に
な
る
ま
で

の
状
態
は
区
々
で
あ
り
入
ソ
者
の
如
く
当
初
よ
り
強
制
さ
れ
た
も
の

か
ら
相
当
期
間
自
由
に
商
業
等
を
営
ん
で
い
た
も
の
ま
で
あ
る
。

3．

終
戦
後
に
お
い
て
自
己
の
責
に
帰
し
得
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し

た
軍
人
軍
属
を
合
祀
す
る
以
上
こ
れ
ら
特
別
未
帰
還
者
を
如
何
に
す

る
か
問
題
で
あ
る
。

八

軍
人
軍
属
の
在
郷
死
亡
者
の
う
ち
公
務
に
よ
る
受
傷
罹
病
の
日
よ
り

三
年
以
上
を
経
過
し
た
〔
※
７
〕

者

陸

二〇、〇〇〇

海

五〇〇

計

二〇、五〇〇

1．

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
戦
時
中
憲
兵
等
を
も
つ
て
在
郷
間
に
お
け
る

起
居
等
に
つ
い
て
調
査
し
個
別
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
審
査
さ
れ

て
い
た
が
今
や
そ
の
調
査
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

2．

こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
祭
神
と
し
て
合
祀
す
る
を
適
当
と
す
る
も
の

が
若
干
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
市
町
村
長
及
び
民
生
委
員
等
の
証

明
を
求
め
て
合
祀
を
審
査
し
て
は
如
何
か
と
考
え
ら
れ
る
。

九

船
舶
運
営
会
が
運
航
す
る
船
舶
の
乗
員
で
、
戦
地
勤
務
中
公
務
に
よ

り
死
亡
し
た
者
の
う
ち
、
陸
海
軍
々
属
と
し
て
取
扱
は
れ
て
い
な
い
者

陸

一〇〇

海

六五〇

計

七五〇

説
明遺

族
援
護
法
に
お
い
て
は
軍
人
、
軍
属
と
同
様
に
処
遇
さ
れ
て
い
る
。

十

内
地
に
お
い
て
終
戦
処
理
業
務
に
従
事
中
公
務
殉
職
し
た
者
。

海

一〇〇

説
明昭

和
二
十
一
年
六
月
十
五
日
ま
で
は
軍
人
と
し
て
終
戦
処
理
業
務
に

従
事
し
、
弾
薬
の
処
理
又
は
掃
海
作
業
中
殉
職
し
た
も
の
で
、
遺
族
援

護
法
及
び
恩
給
法
で
は
公
務
扱
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

十
一

沖
繩
、
満
洲
、
サ
イ
パ
ン
等
戦
地
で
死
歿
し
た
六
十
才
以
上
の
者

及
び
十
四
才
未
満
の
者
で
、
戦
闘
協
力
者
（
援
護
法
上
の
名
称
）
同
様

の
状
況
に
よ
り
死
亡
し
た
〔
※
８
〕

者

陸
、
沖
繩
七、〇〇〇

海
（
サ
イ
パ
ン
）
三、〇〇〇

計
一〇、〇〇〇

満
洲
調
査
中

説
明遺

族
援
護
法
で
は
取
扱
は
れ
て
ゐ
な
い
。

十
二

南
洋
、
沖
繩
等
よ
り
強
制
疎
開
途
上
敵
の
攻
撃
に
よ
り
死
亡
し
た

者

陸

七〇〇

海

一、五〇〇

計

二、二〇〇

説
明南

洋
方
面
の
居
留
邦
人
で
内
地
に
強
制
疎
〔
※
９
〕

開
を
命
ぜ
ら
れ
輸
送
の
途

中
、
乗
船
が
撃
沈
さ
れ
死
亡
し
た
者
や
、
沖
繩
の
学
〔
※
10
〕

童
が
集
団
で
内

地
に
強
制
疎
開
中
乗
〔
※
11
〕

船
が
撃
沈
さ
れ
死
亡
し
た
者
で
、
援
護
法
で
は

取
扱
は
れ
て
ゐ
な
い
。

合
計

一〇九、八二七

陸

八三、二二七

海

二六、六〇〇

〔
※
１
〕

○
印
は
從
来
恩
給
法
上
加
算
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。〔
1．

2．

3．

5．
に
○
印
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
〕。

〔
※
２
〕

末
期
に
は
兵
舎
で
な
く
陣
地
居
住
或
は
民
家
宿
営
の
時
衛
生
管

理
不
充
分
の
た
め
。

〔
※
３
〕

編
成
担
任
は
縣
知
事
で
あ
る
。

〔
※
４
〕

来
年
か
ら
は
遺
族
給
與
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

〔
※
５
〕

本
来
の
業
務
上
で
死
亡
し
た
も
の
。

〔
※
６
〕

満
ソ
國
境
の
第
一
線
に
配
置
さ
れ
て
ゐ
た
。

〔
※
７
〕

恩
給
及
遺
族
援
ゴ
法
上
で
は
、
戦
時
中
の
公
務
に
基
因
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
年
数
に
関
係
な
く
適
用
さ
れ
て
ゐ
る
。

〔
※
８
〕

先
月
決
定
、
セ
ツ
キ
ヨ
ク
的
協
力
者
は
七
才
迄
援
ゴ
法
上
裁
定

に
な
つ
た
。

〔
※
９
〕

閣
議
決
定
に
基
い
て
強
制
疎
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
※
10
〕

付
添
の
教
職
員

〔
※
11
〕

対
馬
丸

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係
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【
二
四
六
】
合
祀
基
準
に
関
す
る
打
合
会
（
第
六
回
）
昭
和

33
年
６
月
24
日
）

合
祀
基
準
に
関
す
る
打
合
會
（
第
六
回
）

一、日

時

昭
和
三
十
三
年
六
月
二
十
四
日
午
前
十
時
よ
り

午
後
三
時
迄

一、場

所

社
務
所
書
院
ノ
間

一、出

席

者

一
復
側

三

浦

事

務

官

田

島

事

務

官

（
法
務
関
係
）

奥

森

事

務

官

二
復
側

阿

部

事

務

官

神
社
側

池

田

権

宮

司

坂

本

禰

宜

鈴
木
禰
宜
（
欠

席
）

木

曽

主

典

阿

部

嘱

託

一
、「
将
来
靖
國
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
者
」
に
つ

い
て
の
資
料
を
三
浦
事
務
官
の
手
許
で
取
纒
め
た
別
紙
印
刷
物
に
つ
い

て
同
事
務
官
よ
り
説
明
す
。
但
し
別
紙
第
三
項
は
左
の
通
り
田
島
事
務

官
よ
り
説
明
す
。

二
、
別
紙
第
三
項
軍
人
軍
属
等
の
法
務
関
係
死
亡
者
に
つ
い
て
、
田
島
事

務
官
よ
り
説
明
あ
り
。

主
と
し
て
実
例
を
挙
げ
て
の
説
明
で
あ
つ
て
、
要
す
る
に
殆
ん
ど
が
職

務
上
の
責
任
を
問
は
れ
て
処
刑
さ
れ
或
は
拘
禁
中
病
死
又
は
自
決
し
た

者
で
あ
つ
て
、
合
祀
資
格
審
査
上
甲
乙
を
付
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
而
し
て
又
全
部
を
同
時
に
合
祀
の
審
議
を
行
ふ
こ
と
も
諸
種

の
事
情
で
適
切
で
な
い
こ
と
も
考
慮
さ
れ
、
又
全
体
の
合
祀
が
為
に

れ
て
は
困
る
の
で
、
主
と
し
て
先
づ
外
地
で
死
亡
し
た
者
の
合
祀
を
行

ひ
次
に
内
地
関
係
を
審
議
す
る
こ
と
に
し
て
は
如
何
か
と
思
ふ
。（
援

護
局
側
の
意
見
）

神
社
側
と
し
て
は
総
代
等
に
計
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
来
る
十
月
合
祀

予
定
と
し
て
は
間
に
合
は
な
い
と
思
ふ
が
尚
死
歿
の
状
況
を
大
別
し
て

更
に
資
料
を
分
類
し
、
そ
の
資
料
に
基
い
て
如
何
な
る
順
序
に
合
祀
手

続
き
を
行
ふ
か
、
又
合
祀
資
料
と
し
て
の
記
裁
要
領
等
に
つ
い
て
も
研

究
し
た
い
と
思
ふ
。（
神
社
側
意
見
）

田
島
事
務
官

諒
承
せ
り
。
資
料
を
分
類
整
理
し
て
更
に
検
討
を
願
ふ
こ
と
ゝ
す
る
。

三
、
池
田
権
宮
司

本
日
の
御
説
明
を
更
に
整
理
検
討
し
て
神
社
内
部
で
も
話
し
合
を
し
た

い
し
又
不
明
の
点
が
あ
つ
た
ら
お
尋
ね
も
致
し
度
い
。

雑
談１

、
沖
縄
島
田
知
事
以
下
縣
庁
職
員
資
料
に
つ
い
て
は
如
何
。（
木
曽

主
典
）

南
連
事
務
局
か
ら
原
地
に
連
絡
し
て
あ
る
。（
三
浦
事
ム
官
）

神
社
か
ら
南
連
に
挨
拶
に
行
つ
て
は
ど
う
か
。（
池
田
権
宮
司
）

結
構
で
あ
る
。（
三
浦
事
務
官
）

２
、
島
根
縣
は
縣
庁
火
災
の
た
め
名
票
作
製
上
所
属
部
隊
が
記
入
出
来

な
い
も
の
が
多
数
あ
る
。（
三
浦
事
務
官
）

不
明
の
場
合
は
記
入
な
く
て
も
可
な
り
。（
木
曽
主
典
）

３
、
遺
族
不
明
の
合
祀
通
知
状
は
或
る
時
期
迄
は
各
隊
に
て
保
管
調
査

す
る
と
思
ふ
が
そ
の
後
は
ど
う
す
る
か
。（
三
浦
事
務
官
）

神
社
で
保
管
す
る
こ
と
ゝ
致
し
度
い
。

調
査
方
法
は
別
途
研
究
の
こ
と
ゝ
す
る
。（
神
社
側
）

４
、
沖
縄
の
戦
闘
協
力
の
時
期
的
措
置
に
つ
い
て
。

イ
、
昭
和
二
十
年
四
月
一
日
以
降
昭
和
二
十
年
九
月
頃
迄
戦
地
扱
ひ

と
な
つ
て
ゐ
る
。

ロ

昭
和
二
十
年
十
月
以
後
の
死
亡
者
は
個
人
審
議
し
て
ゐ
る
。

ハ

十
三
才
未
満
の
者
は
保
留
し
て
あ
る
。

以

上

【
二
四
七
】
三
浦
事
務
官
説
明
要
旨
（
海
軍
関
係
は
阿
部
事

務
官
説
明
）

〔
昭
和
33
年
６
月
24
日
〕）

三
浦
事
務
官
説
明
要
旨
（
海
軍
関
係
は
阿
部
事
務
官
説
明
）

一、１
、
新
型
航
空
機
の
試
験
中
の
殉
職
者
は
旭
日
章
を
授
與
さ
れ
て
ゐ
る
。

２
、
瓦
斯
兵
器
の
試
験
殉
職
者
も
あ
る
。

３
、
こ
の
ケ
ー
ス
が
数
は
一
番
多
い
。

４
、
大
東
亜
戦
の
特
異
性
に
よ
り
公
務
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
栄
養
失
調

症
は
航
空
教
育
隊
に
発
生
し
て
ゐ
る
。（
千
葉
、
北
九
州
）

四、３
、
海
軍
の
特
殊
漁
船
乗
組
員
（
静
岡
、
和
歌
山
、
三
重
）

海
軍
命
令
に
よ
り
漁
獲
中
戦
死
・
戦
傷
死
せ
る
も
の
あ
り
。

無
給
軍
属
と
し
て
発
令
済
の
も
の
で
弔
慰
金
三
萬
圓
が
支
給
さ
れ

て
ゐ
る
。

一
般
工
場
に
徴
用
さ
れ
た
者
｜
海
軍
関
係
は
長
崎
縣
に
三
〇
名
該

当
あ
り
。
陸
軍
関
係
に
も
あ
る
が
充
分
な
る
調
査
が
出
来
な
い
。

４
、
人
を
動
か
し
た
も
の
の
み
の
関
係
法
令
を
掲
げ
て
あ
る
。

五、広
島
原
爆
死
亡
者

○

國
民
義
勇
隊
の
組
織
の
な
い
も
の
は
遺
族
援
護
法
で
は
取
上
げ
て

ゐ
な
い
。

○

広
島
市
の
疎
開
作
業
に
関
す
る
法
令

防
空
法
の
第
五
条
乃
至
第
十
条

六、１
、
満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
の
配
置
に
際
し
て
は
軍
事
目
的
に

よ
つ
て
な
さ
れ
、
極
め
て
状
況
の
悪
い
位
置
に
配
置
さ
れ
た
。

内
原
訓
練
所
出
身
で
現
地
で
更
に
訓
練
を
受
け
た
者
｜
徴
兵
適
令

前
の
者
｜
十
五
才
乃
至
十
九
才

３
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
合
祀
予
定
中
に
含
ま
れ
る
。

海
軍
関
係
で
次
の
も
の
が
あ
る
。

船
舶
運
営
會
（
國
家
機
関
）
の
運
行
す
る
船
舶
の
職
員
で
業
務
上

負
傷
・
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の

六
五
〇
名
（
内
裁
定
済
五
六
〇
名
）

船
員
徴
用
令
に
よ
り
徴
用
さ
れ
た
者
或
は
徴
用
令
に
よ
り
一
般
工

場
で
死
亡
し
た
者
と
同
様
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
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【
二
四
八
】
合
祀
に
関
す
る
打
合
会
（
第
七
回
）
昭
和
33
年

９
月
12
日
）

合
祀
に
関
す
る
打
合
会

（
第
七
回
）

日

時

昭
和
三
十
三
年
九
月
十
二
日
（
金
）
午
前
十
時

午
后
四
時
三
十
分
終
了

場

所

社
務
所
書
院
の
間

出

席

者

一
復
側

三

浦

事

務

官

田

島

事

務

官

（
法
務
関
係
）

二
復
側

阿

部

事

務

官

大

塚

事

務

官

神
社
側

池

田

権

宮

司

坂

本

禰

宜

鈴

木

禰

宜

（
出
張
の
為
欠
席
）

木

曾

主

典

阿

部

嘱

託

一、

議

題

1．
戦
犯
関
係
に
つ
い
て

2．
今
後
の
合
祀
資
料
に
つ
い
て

3．
昭
和
三
十
三
年
十
月
合
祀
資
料
に
つ
い
て

二、

議

事

録

1．
戦
犯
関
係
に
つ
い
て
別
紙
戦
争
裁
判
刑
死
者
調
査
表
及
び
拘
禁
中

死
亡
者
調
査
表
に
基
き
田
島
事
務
官
よ
り
説
明
あ
り
、
引
続
き
質

疑
応
答
、
意
見
交
換
、
要
旨
左
の
通
り
で
あ
る
。

イ
戦
争
裁
判
刑
死
者
調
査
表
中
上
段
の
内
地
刑
死
国
際
欄
は
東
条

元
首
相
以
下
Ａ
級
で
あ
る
。

下
段
外
地
刑
死
中
将
官
級
、
佐
官
級
欄
は
捕
虜
又
は
現
住
民
に

対
す
る
国
際
条
約
違
反
の
責
任
を
問
は
れ
た
も
の
、
そ
の
他
の

欄
は
国
際
条
約
違
反
の
実
行
に
当
つ
た
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
た

者
の
数
で
あ
る
。

即
ち
平
和
条
約
十
一
条
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
拘
禁
中

死
亡
者
調
査
表
は
刑
の
執
行
中
に
マ
ラ
リ
ヤ
等
で
病
死
又
は
自

決
し
た
者
で
あ
つ
て
上
段
は
平
和
条
約
発
効
前
の
死
亡
者
、
下

段
は
発
効
後
死
亡
者
で
あ
る
。
又
下
段
の
内
地
で
は
日
本
の
手

に
移
つ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

死
刑
の
宣
告
を
受
け
た
者
が
一
名
あ
る
が
他
は
全
部
無
期
以
下

の
者
で
あ
る
。

訴
因
は
左
の
三
種
で
あ
る
。

1．
国
際
法
規
違
反
の
罪

2．
平
和
に
対
す
る
罪

3．
人
類
道
義
上
俘
虜
又
は
原
住
民

待
、

殺
の
罪

ロ
実
状
に
つ
い
て

Ａ
最
高
責
任
者
と
事
実
手
を
下
し
た
者
と
が
処
刑
の
対
象
と
な

つ
て
ゐ
る
例
が
多
い
。

戦
争
間
の
事
で
あ
る
か
ら
事
実
手
を
下
し
た
者
は
、
至
上
命

令
に
よ
り
実
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
命
令
を
下
し
た
者
も
任

務
遂
行
上
命
令
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
罪
名
を
提
示
し
、
そ
の
責
任
者
を
出
す
よ
う
要
求

さ
れ
、
部
隊
内
で
所
謂
職
務
上
責
任
者
名
を
決
定
し
て
提
出

し
た
り
、
或
は
初
め
か
ら
俘
虜
等
が
顔
を
覚
え
て
ゐ
た
者
を

指
示
し
て
容
疑
者
と
し
た
例
が
あ
る
。

一
応
容
疑
者
と
な
つ
た
者
は
、
自
分
が
受
刑
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
部
隊
全
体
が
無
事
に
帰
還
出
来
る
よ
う
自
分
が
犠
牲
に

な
つ
た
と
云
ふ
観
念
が
多
い
。

又
お
互
が
他
に
迷
惑
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
と
云
ふ
考
へ

が
一
貫
し
て
ゐ
た
。

Ｂ
人
違
ひ
さ
れ
て
処
刑
さ
れ
た
者
が
二
百
名
位
あ
る
。

Ｃ
秋
田
十
七
聯
隊
の
比
島
関
係
十
七
名
は
全
く
関
係
の
な
い
こ

と
を
無
理
に
作
つ
た
事
件
に
基
い
て
処
刑
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
他
植
民
的
政
策
上
無
理
に
訴
因
を
作
つ
て
処
刑
し
た
者

が
非
常
に
多
い
。

ハ
要
す
る
に
職
務
上
犠
牲
に
な
つ
た
者
或
は
事
実
に
反
し
た
訴
因

或
は
捏
造
訴
因
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
合
祀
審
査
上
で
は
何

れ
が
よ
い
、
何
れ
は
不
適
格
と
云
ふ
事
は
出
来
な
い
が
、
全
部

同
時
に
合
祀
す
る
こ
と
に
は
種
々
困
難
も
あ
り
す
る
こ
と
で
あ

る
か
ら
先
づ
外
地
刑
死
者
を
合
祀
の
こ
と
に
目
立
た
な
い
範
囲

で
諒
承
し
て
欲
し
い
。

名
票
作
製
は
全
部
出
来
て
ゐ
る
か
ら
何
時
で
も
上
申
出
来
る
よ

う
準
備
は
完
了
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
県
世
話
課
を
通
じ
る
と
目
立
つ
の
で
そ
れ
等
を
考
慮
し
、

目
立
た
な
い
方
法
と
し
て
法
務
室
だ
け
で
準
備
し
た
も
の
で
あ

つ
て
遺
族
の
現
住
所
も
全
部
調
査
が
済
ん
で
ゐ
る
。（
二
名
だ

け
未
調
査
）

（
田
島
、
三
浦
両
事
務
官
）

遺
族
団
及
び
愛
知
県
、
山
口
県
の
各
世
話
課
で
早
急
合
祀
を
希

望
し
て
ゐ
る
。

（
三
浦
事
務
官
）

神
社
側
と
し
て
は
以
上
の
説
明
を
諒
承
し
た
が
合
祀
に
つ
い
て

は
役
員
会
、
総
代
会
の
機
関
に
計
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
合
祀
す

る
と
し
て
も
今
度
（
十
月
）
の
合
祀
に
は
間
に
合
ひ
か
ね
る
と

思
は
れ
る
か
ら
こ
の
点
諒
承
願
ひ
度
い
。

新
聞
報
道
関
係
の
取
扱
ひ
方
如
何
で
そ
の
国
民
的
反
響
は
甚
だ

重
要
な
問
題
と
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
又
宮

内
庁
関
係
と
も
事
前
に
諒
承
を
求
め
る
必
要
も
考
へ
ら
れ
る
。

2．
今
後
の
合
祀
数
に
つ
い
て

陸
軍
側

イ
今
後
資
料
を
整
備
し
て
出
す
も
の

三
萬
六
千

ロ
沖
繩
の
軍
人
、
軍
属

一
萬

〃

準
備
属

三
萬
⎭⎬⎫

四
萬

ハ
今
後
公
報
を
出
す
も
の
（
未
帰
還
者
）

三
萬

ニ
朝
鮮
、
台
湾

二
萬

計

十
二
萬
六
千

右
の
中
昭
和
三
十
四
年
四
月
合
祀
予
定
と
し
て
は
次
の
も
の
と
す

るイ
沖

繩

関

係

二

萬

大
部
分
が
準
軍
属
と
す
る

ロ
各
県
手
持
資
料

一

萬

（
従
来
通
り
の
整
備
範
囲
内
の
も
の
）

ハ
今
後
公
報
が
出
る
も
の
の
中

一

萬

計

四

萬

残
数
の
資
料
が
整
備
さ
れ
る
予
想
数
は
、
一
年
に
約
一
萬
と
思

は
れ
る
。

合
祀
基
準
が
拡
大
さ
れ
れ
ば
右
の
数
字
に
そ
れ
だ
け
増
加
す
る

こ
と
ゝ
な
る
わ
け
で
あ
る
。

海
軍
関
係

イ
昭
和
三
十
四
年
四
月
合
祀
予
定
と
し
て

二
萬
七
千
五
百

軍
人
、
軍
属

管
理
工
場
の
準
軍
属
（
主
と
し
て
長
崎
原
爆
に
よ
る
三
菱
関

係
者
）

ロ
昭
和
三
十
四
年
十
月
合
祀
予
定
と
し
て

一
萬
五
千
七
百

準
軍
属

六
千

朝
鮮
、
台
湾
の
中

八
千

殉
職
を
見
込
め
ば

一
千

ハ
昭
和
三
十
五
年
四
月
合
祀
予
定

一
萬
二
千
七
百

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係
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準
軍
属
（
管
理
工
場
）

一
千

朝
鮮
、
台
湾

一
萬
二
百

沖
繩
準
軍
属

一
千
五
百

（
未
整
理
）

計

五
萬
六
千

陸
海
軍
計

十
八
萬
二
千

従
来
の
基
準
外
の
も
の
の
予
想
数

陸

軍
一、内
地
り
病
死
（
公
務
）

一
二
、
〇
〇
〇

航
空
殉
職
、
集
団
セ
キ
リ
死
亡
等

一、内
地
服
務
関
連
死
亡
者

三
三
、
〇
〇
〇

一、法
務
死

一
、
〇
〇
〇

計

五
〇
、
〇
〇
〇

軍
人
、
軍
属
以
外
で
は
国
家
総
動
員
法
に
よ
る
広
島
原
爆
死
亡

者

一
二
、
〇
〇

〇

3．
昭
和
三
十
三
年
十
月
合
祀
資
料
に
つ
い
て

イ
沖
繩
県
知
事
以
下
県
庁
職
員
の
身
分
に
つ
い
て
本
来
な
れ
ば
陸

軍
軍
属
（
無
給
）、
個
有
の
肩
書
（
沖
繩
県
書
記
等
）
と
二
つ

の
肩
書
で
上
申
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
遺
族
か
ら
の
請
求
が
遅

れ
て
ゐ
る
た
め
陸
軍
軍
属
の
手
続
き
が
な
さ
れ
て
ゐ
な
い
た
め

資
料
整
備
の
都
合
上
特
に
南
方
連
絡
事
務
局
を
経
由
し
て
現
地

か
ら
上
申
さ
し
た
の
で
個
有
の
肩
書
だ
け
で
上
申
さ
れ
た
結
果

に
な
つ
て
ゐ
る

神
社
側

諒
承

陸
軍
軍
属
を
確
認
し
、
今
回
の
合
祀
と
す
る
相
殿
奉
斎
の
関
係

上
の
問
題
が
あ
つ
た
が
陸
軍
軍
属
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
。

註

昭
和
二
十
年
十
一
月
十
九
日
一
括
招
魂
の
御
霊
は
軍
人
、
軍
属

と
な
つ
て
ゐ
る
。

合
祀
通
知
状
に
つ
い
て

1．
内
地
本
籍
内
地
現
住
遺
族
は
本
籍
県
世
話
課
を
経
由
す
る
。

2．
沖
繩
本
籍
内
地
に
遺
族
現
住
の
も
の
は
神
社
よ
り
遺
族
へ
直

送
す
る
こ
と
。

3．
沖
繩
本
籍
在
住
遺
族
の
も
の
は
従
来
通
り
現
地
へ
送
る
こ
と
。

1．
の
場
合
県
世
話
課
へ
の
連
絡
は
復
員
課
で
す
る
。

2．
の
場
合
は
沖
繩
政
府
へ
神
社
か
ら
連
絡
す
る
こ
と
。

4．
全
国
的
に
遺
族
不
明
の
合
祀
通
知
状
に
つ
い
て
そ
の
取
扱
方

を
各
県
世
話
課
に
つ
い
て
意
見
を
出
さ
せ
た
結
果
は
左
の
通

り
で
あ
る
。

Ａ
神
社
で
保
管
し
て
ゐ
て
判
明
の
時
、
県
を
通
し
て
遺
族
へ

送
る
。

Ｂ
神
社
に
保
管
し
て
ゐ
て
判
明
の
と
き
神
社
か
ら
遺
族
へ
直

送
す
る
。

決
定
｜
神
社
に
保
管
し
て
置
い
て
判
明
の
時
の
処
置
は
そ

の
時
の
状
況
に
応
じ
て
善
処
す
る
。

ロ
幼
年
学
校
、
少
年
飛
行
学
校
生
徒
戦
死
者
に
つ
い
て
旧
陸
軍
及

び
援
護
法
上
で
は
準
軍
人
と
し
て
取
扱
つ
て
ゐ
る
。

戒
厳
地
勤
務
、
鎮
守
地
勤
務
、
戦
闘
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
時
は
、

在
職
中
と
認
め
て
こ
れ
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
は
公
務
扶
助
料

を
支
給
こ
と
ゝ
な
つ
て
ゐ
た
。

援
護
法
裁
定
に
当
つ
て
国
会
で
も
問
題
と
な
つ
た
が
爆
撃
等
敵

の
兵
器
で
戦
死
、
戦
傷
死
し
た
場
合
は
軍
務
に
つ
い
て
ゐ
た
も

の
と
見
做
し
裁
定
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。

実

例広

島

幼
年
学
校

二
名

東

京

予
士

数
名

神
奈
川

陸
士

二
、
三
名

水

戸

航
士

少
年
飛
行
兵

一
名

広
島
の
幼
年
学
校
は
疎
開
し
て
ゐ
た
が
、
疎
開
先
よ
り
随
々
二

名
程
命
令
受
領
等
の
任
務
を
持
つ
て
広
島
に
来
て
ゐ
て
原
爆
に

会
つ
た
者
で
あ
る
。

決
定
｜
陸
軍
生
徒
の
肩
書
で
合
祀
す
る
。

ハ
別
紙
個
人
審
議
資
料
に
つ
い
て

4．
今
後
の
合
祀
資
料
の
整
備
に
つ
い
て

イ
陸

軍

Ａ
各
県
共
資
料
不
充
分
な
る
た
め
に
提
出
出
来
な
い
も
の
が
あ

る従
つ
て
恩
給
資
料
に
基
い
て
援
護
局
で
整
備
し
た
い
と
思
ふ

が
人
員
不
足
で
あ
る
。

神
社
か
ら
補
助
員
を
出
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
こ
の
方
法
を
採

用
し
た
い
。

（
三
浦
事
務
官
）

神
社
側

諒
承

恩
給
局
の
都
合
を
聞
い
て
そ
の
時
期
、
方
法
等
改
め
て
連
絡

す
る
。

主
任
は
奥
森
事
務
官
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｂ
ニ
ユ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
、
ビ
ル
マ
で
死
亡
し
た
者

で
調
査
し
て
も
病
名
が
不
明
の
も
の
が
あ
る
。
如
何

三

浦
）

病
名
は
不
明
で
も
戦
病
死
で
あ
る
こ
と
が
援
護
局
で
確
認
出

来
る
も
の
は
合
祀
資
料
と
し
て
取
扱
つ
て
差
支
へ
な
し
（
神

社
側
）

Ｃ
内
地
殉
職
者
に
つ
い
て

大
東
亜
戦
争
中

1．
航
空
殉
職

2．
特
攻
兵
器
に
よ
る
殉
職
者

に
限
定
し
そ
の
資
料
の
全
部
を
提
出
せ
し
め
こ
れ
に
基
い
て

審
議
の
上
決
定
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。

ロ
海

軍

Ａ
発
病
年
月
日
不
詳
の
も
の
の
資
料
に
つ
い
て
如
何

阿
部
）

不
詳
と
記
入
し
て
提
出
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。
そ
の
取
扱
決
定

に
つ
い
て
は
後
日
の
こ
と
ゝ
す
る
。

Ｂ
殉
職
者
の
資
料
に
つ
い
て

海
軍
の
資
料
の
提
出
方
法
は
従
来
よ
り
陸
軍
と
異
つ
て
す
で

に
神
社
に
提
出
し
た
も
の
を
神
社
で
保
留
し
て
あ
る
も
の
も

あ
り
次
回
提
出
資
料
中
に
も
含
ま
れ
る
可
能
性
あ
り
と
思
は

れ
る
。

5．
昭
和
三
十
四
年
四
月
合
祀
資
料
の
提
出
時
期
に
つ
い
て

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
末
日
を
最
終
時
期
と
し
、
そ
れ
ま
で
に

整
備
さ
れ
た
も
の
は
逐
次
提
出
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。

最
終
時
期
に
纏
め
て
出
す
と
云
ふ
こ
と
の
な
い
様
に
す
る
こ
と
。

陸
軍
は
別
途
に
内
地
殉
職
者
の
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
。

以

上

拘

禁

中

死

亡

者

調

査

表

昭
和
27

４

28
以
前
死
亡

昭
和
27

４

29
以
後
死
亡

関
係
国

小
計

小
計

計

内

地

外

地

内

地

外

地

国

際

４

４

１

１

５

米

10

１

11

７

７

18

英

１

10

11

２

２

13
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豪

10

10

１

１

11

蘭

16

16

４

４

20

仏

５

５

１

１

６

中

２

21

23

２

２

25

比計

17

63

80

16

２

18

98

（
第
三
国
出
身
者
を
含
ま
な
い
）

戦
争
裁
判
刑
死
者
調
査
表

昭
和
三
三
、
九
、
一
二
調

内

地

刑

死

外

地

刑

死

関
係
国

計

将
官
級

佐
官
級

そ
の
他

計

将
官
級

佐
官
級

そ
の
他

計

国

際

７

７

７

米

２

８

40

50

９

16

64

89

139

英

10

27

176

213

213

豪

５

13

106

124

124

蘭

15

24

174

213

213

仏

４

22

26

26

中

５

10

116

131

131

比

17

17

17

計

９

８

40

57

44

94

675

813

870

（
第
三
国
出
身
者
を
含
ま
な
い
）

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係
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【249】旧陸軍関係昭和三十四年春季靖国神社合祀事務について（昭和33年10月１日援発第三〇六八号厚生省

引揚援護局長発都道府県知事宛）

【250】昭和三十四年春季靖国神社合祀事務等の細部について（昭和33年10月１日復員第一一一六号厚生省引

揚援護局復員課長発都道府県主務課長宛）
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【
二
五
一
】
従
来
の
合
祀
基
準
外
の
者
に
つ
い
て

〔
昭
和
33

年
10
月
13
日
〕）

從
来
の
合
祀
基
準
外
の
者
に
つ
い
て

本
件
に
つ
い
て
旧
陸
海
軍
関
係
と
し
て
そ
の
資
料
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
厚
生

省
引
揚
援
護
局
側
で
は
遺
族
よ
り
の
要
望
も
あ
っ
て
今
後
合
祀
す
る
か
否

か
に
つ
い
て
神
社
側
で
早
急
に
決
定
し
て
欲
し
い
と
の
要
請
が
あ
り
、
そ

の
検
討
段
階
と
し
て
神
社
機
関
の
責
任
役
員
會
で
の
説
明
を
希
望
し
、
左

記
に
よ
っ
て
こ
れ
が
実
施
を
見
る
に
至
れ
り
。

記

一
、
日

時

昭
和
三
十
三
年
十
月
九
日
午
前
十
一
時
よ
り

午

後

三

時

ま

で

一
、
出
席
者

神
社
責
任
役
員

筑

波

宮

司

池

田

総

代

舘

総

代

池

田

権

宮

司

神
社
関
係
職
員

坂

本

禰

宜

鈴

木

禰

宜

木

曽

主

典

秘
書
課
長
代
理

藤

島

主

事

説
明
者

厚
生
省
引
揚
援
護
局

美
山
次
長

同

法
務
室

田
島
事
務
官

同

復
員
課

三
浦
事
務
官

同

業
務
第
二
課

阿
部
事
務
官

一
、
三
浦
事
務
官
よ
り
「
別
紙
第
一
」
に
つ
い
て
説
明

一
、
田
島
事
務
官
よ
り
「
別
紙
第
二
」
に
つ
い
て
説
明

一
、
美
山
次
長
よ
り
「
別
紙
第
三
」
に
つ
い
て
説
明

以
上

本
日
本
件
に
つ
い
て
は
説
明
を
聞
く
こ
と
が
本
旨
で
あ
り
、
從
っ
て
神
社

側
の
発
言
な
し
。

援
護
局
側
と
し
て
は
今
後
の
合
祀
に
つ
い
て
、
特
に
一
項
の
内
地
殉
職
者

及
び
三
項
の
法
務
関
係
者
に
つ
い
て
出
来
る
だ
け
早
く
決
定
し
て
欲
し
い

と
の
要
望
を
開
陳
せ
り
。

【
二
五
二
】「
別
紙
第
一
」

従
来
の
合
祀
基
準
外
の
者
に
つ

い
て
説
明
資
料

〔
昭
和
33
年
10
月
13
日
〕）

「
別
紙
第
一
」從来

の
合
祀
基
準
外
の
者
に
つ
い
て
説
明
資
料

昭
和
三
十
三
年
十
月
九
日
役
員
會
席
上

引
揚
援
護
局
復
員
課
三
浦
事
務
官
よ
り
説
明

将
来
靖
國
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
者
の
概
数
に
つ
い

て
（
三
浦
、
阿
部
両
事
務
官
口
頭
説
明
集
録
）

事

項

陸

海

計

一、内
地
公
務
死
亡
者

五、〇〇〇

五、七五〇

一〇、七五〇

１
、
航
空
殉
職
者

二、三〇〇

２
、
特
攻
兵
キ
等
の
殉
職
者

⎭ ⎬ ⎫

二、〇〇〇

五〇

３
、
演
習
中
死
亡
者

⎭⎬⎫

一、六〇〇

輸
送
中
病
死
者

４
、
集
団
赤
リ
等
病
死
者

⎭ ⎬ ⎫

三、〇〇〇
⎭⎬⎫

一、八〇〇

５
、
軍
医
等
伝
染
病
死
亡
者

二、服
務
関
連
死
亡
者

三五、〇〇〇

一五、〇〇〇

五〇、〇〇〇

三、法
務
関
係
死
亡
者

九二七
陸
軍
に
含
む

九二七

四、徴
用
者
の
中
一
般
工
場
に
徴
用
さ

れ
た
者

五〇〇

一〇〇

六〇〇

五、國
民
義
勇
隊

一〇、〇〇〇

｜
｜

一〇、〇〇〇

六、満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊

一、〇〇〇

｜
｜

一、〇〇〇

七、特
別
未
帰
還
者

三、〇〇〇

｜
｜

三、〇〇〇

八、在
郷
死
亡
者
（
三
年
以
上
経
過

者
）

二〇、〇〇〇

不
明

二〇、〇〇〇

九、船
舶
運
営
會
船
員

一〇〇

六五〇

七五〇

十、終
戦
処
理
死
亡
者

ナ
シ

一〇〇

一〇〇

十一、戦
闘
協
力
者
中
高
齢
幼
年
死
亡
者

沖
縄

七、〇〇〇

満
一
部
調
査
中

サ
イ
パ
ン
三、〇〇〇

一〇、〇〇〇

十二、強
制
疎
開
中
死
亡
者
海
外
居
留
民

沖
縄
学
童

）

七〇〇

一、五〇〇

二、二〇〇

計

八三、二二七

二六、一〇〇

一〇九、三二七
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【
二
五
三
】
法
務
関
係
死
亡
者
に
関
す
る
説
明
資
料

〔
昭
和

33
年
10
月
13
日
〕）

法
務
関
係
死
亡
者
に
関
す
る
説
明
資
料

昭
和
三
十
三
年
十
月
九
日
役
員
會
席
上

引
揚
援
護
局
法
務
室
田
島
事
務
官
よ
り

説
明

【
二
五
四
】
明
ら
か
に
事
実
無
根
等
と
認
め
ら
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
戦
争
裁
判
に
お
い
て
死
刑
の
判
決
を
受
け
刑
死
し

た
者
の
事
例
等
に
つ
い
て

昭
和
33
年
９
月
20
日
））

明
ら
か
に
事
実
無
根
等
と
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
争

裁
判
に
お
い
て
死
刑
の
判
決
を
受
け
刑
死
し
た
者
の
事
例
等
に

つ
い
て

注

こ
の
中
の
例
示
は
、
外
地
に
お
い
て
行

わ
れ
た
戦
争
裁
判
に
つ
い
て
、
挙
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

33
・
９
・
20

目

次

一

戦
争
裁
判
一
般
の
状
況

二

犯
罪
事
実
の
不
存
在
が
実
証
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
刑
を
判
決

さ
れ
た
場
合
の
一
般
的
事
例
に
つ
い
て

三

個
人
の
特
殊
事
情
（
第
二
号
の
一
般
的
事
例
に
該
当
し
な
い
）
に
よ

り
、
人
違
等
の
た
め
事
実
無
根
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
刑
を
判
決

さ
れ
た
者
の
具
体
例
に
つ
い
て

四

戦
争
犯
罪
者
と
し
て
拘
禁
さ
れ
て
い
る
間
に
病
気
等
の
た
め
死
亡
し

た
者
に
つ
い
て

明
ら
か
に
事
実
無
根
等
と
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
争

裁
判
に
お
い
て
死
刑
の
判
決
を
受
け
刑
死
し
た
者
の
事
例
等

（
外
地
に
お
け
る
裁
判
に
限
る
。）

一

戦
争
裁
判
一
般
の
状
況
に
つ
い
て

戦
争
裁
判
に
よ
つ
て
刑
死
し
た
者
は
、
第
三
国
人
を
除
い
て
総
計
八

七
〇
名
（
別
表
第
二
参
照
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
、
関

係
各
国
各
地
の
戦
争
裁
判
法
廷
に
お
い
て
犯
罪
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
行

為
は
、
次
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

１

戦
争
関
係
の
法
規
又
は
慣
習
に
反
す
る
行
為
（
実
行
者
の
違
反
行

為
）

２

前
号
の
行
為
に
つ
き
命
令
し
、
若
く
は
許
容
し
た
行
為
又
は
こ
れ

を
阻
止
し
な
か
つ
た
行
為
（
命
令
者
の
違
反
行
為
）

戦
争
裁
判
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
、
一
般
刑
法
理
論
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
と
の
批
難
が
あ
り
、
か
つ
、

法
廷
の
構
成
上
に
も
、
特
に
外
地
裁
判
に
お
い
て
、
俘
虜
、
抑
留
者
等

で
あ
つ
た
者
が
裁
判
に
当
つ
た
等
問
題
と
さ
れ
る
点
が
多
い
。
又
そ
の

裁
判
に
お
い
て
、
責
任
阻
却
の
事
由
が
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
の
み
な

ら
ず
、
処
刑
の
過
重
（
死
刑
が
21
％
、
終
身
刑
が
11
％
）
及
び
各
法
廷

に
お
け
る
処
刑
の
不
均
衡
が
著
し
い
こ
と
は
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。

二

犯
罪
の
不
存
在
が
実
証
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
刑
を
判
決
さ
れ

た
場
合
の
一
般
的
事
例
に
つ
い
て

戦
争
裁
判
が
本
質
上
刑
事
裁
判
で
あ
る
関
係
か
ら
、
そ
の
裁
判
に
お

い
て
は
「
事
実
認
定
」
が
根
底
を
な
し
、
裁
判
の
生
命
と
言
わ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
行
わ
れ
た
裁
判
に
お
い
て
は
、
合
理
的
な

証
拠
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
も
被
告
に
有
利
な
も
の
は
概
ね
排
除

さ
れ
、
合
理
性
の
少
い
証
明
力
の
薄
弱
な
も
の
で
も
検
察
側
の
証
拠
は

殆
ん
ど
例
外
な
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
事
実
認
定
の
過
重

（
例
え
ば
、
俘
虜
収
容
所
附
軍
医
が
、
規
定
に
従
つ
て
軽
症
の
受
診
者

を
入
室
、
休
務
、
就
業
加
療
の
三
段
に
区
分
し
た
こ
と
に
つ
き
、
病
人

た
る
俘
虜
に
労
働
を
強
制
し
た
と
し
て
死
刑
を
判
決
さ
れ
た
等
）
及
び

人
違
そ
の
他
事
実
無
根
の
こ
と
に
よ
り
死
刑
が
判
決
さ
れ
る
等
の
結
果

を
生
じ
て
い
る
。

外
地
で
行
わ
れ
た
戦
争
裁
判
に
お
い
て
死
刑
の
判
決
を
受
け
て
刑
死

し
た
者
の
う
ち
右
の
事
実
認
定
の
過
重
に
よ
る
刑
死
者
（
こ
れ
ら
の
者

に
は
、
そ
の
所
属
部
隊
が
既
に
そ
の
行
為
を
殊
勲
甲
と
し
て
功
績
上
申

手
続
を
終
つ
て
い
る
多
く
の
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。）
の
場
合
を
除
き
、

人
違
等
事
実
無
根
の
こ
と
に
よ
り
死
刑
が
判
決
さ
れ
た
一
般
的
な
実
例

（
三
に
掲
げ
る
個
人
の
特
殊
事
情
に
よ
る
個
別
の
実
例
を
除
く
。）
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠

指
揮
官
等
の
責
任
に
関
す
る
実
例

１

部
下
の
行
為
に
つ
き
責
任
を
問
わ
る
べ
き
隊
長
等
が
事
件
後
戦

没
し
て
い
る
た
め
、
部
隊
の
次
級
者
等
が
当
該
部
隊
長
に
代
わ
つ

て
責
を
問
わ
れ
た
も
の

２

命
令
受
領
伝
達
の
責
任
者
た
る
職
責
上
、
事
件
に
関
連
あ
る
命

令
を
受
領
し
、
こ
れ
を
関
係
部
隊
等
に
伝
達
し
た
こ
と
に
つ
き
、

責
を
問
わ
れ
た
も
の

３

一
部
隊
が
関
与
し
た
事
件
に
つ
き
、
同
時
同
所
に
駐
屯
し
て
い

た
他
の
部
隊
の
指
揮
官
以
下
が
、
そ
の
責
を
問
わ
れ
た
も
の

４

前
に
駐
屯
し
た
部
隊
又
は
そ
の
地
に
お
い
て
戦
闘
を
行
つ
た
部

隊
が
関
与
し
た
事
件
に
つ
き
、
そ
の
後
に
お
い
て
同
地
に
駐
屯
し
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た
他
の
部
隊
の
指
揮
官
以
下
が
そ
の
責
を
問
わ
れ
た
も
の

５

敵
の
空
襲
に
際
し
、
撃
墜
さ
れ
た
敵
機
乗
員
の
死
亡
に
つ
き
、

俘
虜

待
と
し
て
責
を
問
わ
れ
た
も
の

６

落
下
傘
に
よ
り
降
下
し
又
は
潜
水
艦
に
よ
り
上
陸
潜
入
し
た
間

牒
団
等
が
そ
の
討
伐
隊
と
の
戦
闘
に
お
い
て
戦
死
し
た
事
件
に
つ

き
、
俘
虜

待
と
し
て
責
を
問
わ
れ
た
も
の

７

日
本
軍
と
の
交
戦
中
に
戦
死
し
た
ゲ
リ
ラ
隊
員
の
死
亡
に
つ
き
、

現
地
住
民

待
と
し
て
責
を
問
わ
れ
た
も
の

８

遠
い
過
去
（
例
え
ば
、
昭
和
七
年
の
満
洲
事
変
等
）
に
お
け
る

日
本
軍
の
行
動
に
よ
る
事
件
に
つ
き
、
終
戦
時
同
地
に
あ
つ
た
民

間
機
関
（
例
え
ば
、
炭
礦
）
の
職
員
等
が
そ
の
責
を
問
わ
れ
た
も

の

㈡

俘
虜
の
処
遇
に
関
す
る
実
例

１

船
腹
不
足
の
た
め
俘
虜
の
海
上
輸
送
を
設
備
不
十
分
の
船
に
よ

つ
て
実
施
し
た
（
比
較
的
短
距
離
の
輸
送
で
あ
つ
て
、
死
亡
者
は

出
て
い
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
）
こ
と
に
つ
き
、
責
を
問
わ
れ
た

も
の

２

敵
軍
上
陸
の
た
め
部
隊
と
共
に
俘
虜
を
長
途
の
行
軍
に
よ
り
移

動
さ
せ
た
こ
と
に
つ
き
、
責
を
問
わ
れ
た
も
の

３

戦
況
上
、
糧

、
医
薬
品
の
追
送
不
充
分
の
た
め
、
俘
虜
糧

定
量
が
低
下
し
、
施
薬
が
不
充
分
と
な
つ
た
こ
と
に
つ
き
、
責
を

問
わ
れ
た
も
の

４

風
土
病
等
に
よ
る
俘
虜
の
死
亡
に
つ
き
、

待
致
死
と
し
て
責

を
問
わ
れ
た
も
の

５

俘
虜
収
容
所
収
容
間
に
罪
を
犯
し
た
俘
虜
に
対
す
る
処
罰
に
つ

き
、

待
と
し
て
責
を
問
わ
れ
た
も
の

６

俘
虜
の
処
断
に
際
し
、
単
に
そ
の
附
近
に
い
た
こ
と
を
理
由
と

し
て
責
を
問
わ
れ
た
も
の

㈢

現
地
住
民
等
の
処
遇
に
関
す
る
実
例

１

単
に
、
憲
兵
隊
、
海
軍
特
別
警
備
隊
等
に
所
属
し
て
い
た
と
の

理
由
の
み
に
よ
り
、
住
民

待
の
責
を
問
わ
れ
た
も
の

２

糧

不
足
地
域
に
お
い
て
糧

を
窃
取
し
、
又
は
灯
火
に
よ
る

敵
機
誘
導
等
の
間
諜
行
為
を
行
つ
た
現
地
住
民
、
従
軍
軍
夫
等
に

対
す
る
処
罰
を
、
住
民

待
と
し
て
責
を
問
わ
れ
た
も
の

３

現
地
居
住
中
の
日
本
人
を
殺
害
し
た
ゲ
リ
ラ
団
の
捕
縛
に
際
し
、

ゲ
リ
ラ
側
に
死
亡
者
が
出
た
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
責
を
問
わ
れ
た

も
の

４

土
地
部
族
間
の
闘
争
に
よ
る
死
傷
事
件
に
つ
き
、
そ
の
地
駐
屯

の
部
隊
の
指
揮
官
等
が
そ
の
責
を
問
わ
れ
た
も
の

５

現
地
側
警
察
所
属
の
土
民
巡
査
の
不
法
行
為
を
、
日
本
軍
人
の

行
為
と
し
て
責
を
問
わ
れ
た
も
の

三

個
人
の
特
殊
事
情
（
第
二
号
の
一
般
的
事
例
に
該
当
し
な
い
）
に
よ

り
、
人
違
等
の
た
め
事
実
無
根
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
死
刑
を
判

決
さ
れ
た
者
の
具
体
例
に
つ
い
て

前
述
の
よ
う
に
、
起
訴
さ
れ
た
事
実
が
、
他
人
の
行
為
で
あ
り
、
又

は
事
実
無
根
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
数
の
者
が
、
不
当
な
判
決

に
よ
つ
て
刑
死
し
て
い
る
が
、
前
述
の
一
般
的
事
例
（
二
に
示
す
も

の
）
に
該
当
し
な
い
、
全
く
個
人
の
特
殊
事
情
に
よ
り
、
人
違
等
の
た

め
事
実
無
根
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
刑
の
判
決
を
受
け
刑
死
し

た
者
も
多
い
。
例
示
す
れ
ば
、
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

四

戦
争
犯
罪
者
と
し
て
拘
禁
さ
れ
て
い
る
間
に
病
気
等
の
た
め
死
亡
し

た
者
に
つ
い
て

戦
争
裁
判
に
お
い
て
無
期
刑
又
は
有
期
刑
の
判
決
を
受
け
刑
務
所
に

拘
禁
さ
れ
て
い
る
間
に
病
気
の
た
め
死
亡
し
又
は
自
決
し
た
者
は
、
総

計
九
十
八
名
（
第
三
国
人
五
名
を
含
ま
な
い
。）
で
あ
る
。（
別
表
第
三

参
照
）

こ
れ
ら
の
者
に
関
す
る
裁
判
の
事
情
は
、
二
及
び
三
に
記
載
し
た
死

刑
を
判
決
さ
れ
死
亡
し
た
者
に
係
る
裁
判
の
事
情
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
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【
二
五
五
】
戦
争
裁
判
受
刑
者
に
対
す
る
刑
執
行
の
状
況

昭

和
33
年
９
月
20
日
）

戦
争
裁
判
受
刑
者
に
対
す
る
刑
執
行
の
状
況
〔
※
１
〕〔
※
２
〕

関
係

国
別

ア
メ
リ
カ

オ
ー
スト
ラ
リ
ア
イ
ギ
リ
ス

オ
ラ
ン
ダ

連
合
国

フ
ラ
ン
ス
フ
イ
リ
ピ
ン

中
国

計

刑
死

者
⎧｜⎩

執
行
は
21･2･23

か
ら
26･1･19ま

で

⎫｜⎭

人140
人140

人223
人226

人7
人26

人17
人148

人927
〔
※
３
〕

有
期
刑
又
は

無
期
刑
の
者

1022
427

544
727

18
125

115
310

3288

昭
和

27.4.29
425

235
116

218
13

42
111

89
1249

〃
28.4.

1
376

217
111

217
12

38
109

1080

〃
29.4.

1
277

164
97

173
11

2
721

〃
30.4.

1
259

149
89

141
9

27８５釈放終了

647

平和条約発効後における被拘禁者

〃
31.4.

1
102

125
14

110

281230釈放終了

382

〃
32.4 .

1
78

20

29４22釈放終了

98

〃
33.4.

1
43

釈放終了

31８15

31３31釈放終了

43

〃
33.5.30

18(釈
放
)

釈放終了

32７４

釈放終了

32１１

18

〃
33.5.31

0
0

獄
死

者
⎧｜⎩

未
決
拘
禁
中
の

死
亡
者
を
除
く
。 ⎫｜⎭

19
16

12
20

5
6

0
20

98

注
原
審
に
お
い
て
、
死
刑
の
判
決
の
あ
つ
た
者
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
つ
て
い
る
。

原
審
に
お
い
て
死
刑
の
判
決
の
あ
つ
た
者
…
…
…
…
…
1218人

(死
刑
を
確
認
さ
れ
た
者
、

た
者
…
…
…
927人

(確
認
に
お
い
て
死
刑
か
ら
無
期
刑
と
な
つ
た
者
…
…
…
137人

(確
認
に
お
い
て
死
刑
か
ら
有
期
刑
と
な
つ
た
者
…
…
…
129人

(確
認
に
お
い
て
死
刑
か
ら
無
罪
と
な
つ
た
者
…
…
…
…

25人

〔
※
１
〕
（
鮮
、
台
人
を
含
ま
ず
）

〔
※
２
〕
一
應
拘
禁
さ
れ
た
者
１
万
5,000人

。
無
罪
に
な
っ
た
者
644名

。
〔
※
３
〕
内
13名

は
自
殺
等
あ
り
。
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【
二
五
六
】〔「
別
紙
第
三
」

法
務
関
係
死
亡
者
に
関
す
る
説

明
資
料
〕
東
条
元
大
将
と
の
会
見
記

〔
昭
和
33
年
10
月
13

日
〕）

「
別
紙
第
三
」法

務
関
係
死
亡
者
に
関
す
る
説
明
資
料

昭
和
三
十
三
年
十
月
九
日
役
員
會
席
上

別
掲
援
護
局
次
長
美
山
要
藏
氏
よ
り
説
明

東
条
元
大
将
と
の
会
見
記

美
山
要
蔵

二
〇
、
八
、
二
七

前

略

正
午
上
司
に
無
断
に
て
用
賀
に
東
条
大
将
を
訪
う
。

何
れ
は
自
決
さ
れ
る
か
、
戦
犯
に
な
る
か
で
あ
る
か
ら
、
生
前
に
一
度

御
会
い
い
た
し
た
き
考
え
か
ら
で
あ
つ
た
。
丁
度
畑
仕
事
を
肩
章
を
と
つ

た
カ
ー
キ
ー
服
で
や
つ
て
居
ら
れ
た
。
大
変
喜
ば
れ
て
野
菜
許
り
の
五
目

飯
を
御
馳
走
に
な
り
な
が
ら
御
話
を
伺
つ
た
。

「
今
後
も
大
勢
を
大
観
し
て
や
つ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
第
一

に
皇
室
の
問
題
で
あ
る
。
国
民
の
怨
嗟
の
的
と
な
ら
ん
よ
う
に
せ
よ
。

終
戦
に
つ
い
て
議
論
は
あ
る
も
、
段
々
処
理
が
進
む
と
戦
争
継
続
よ
り

も
苦
し
い
こ
と
も
出
来
て
く
る
が
、
御
聖
断
を
此
の
如
し
と
思
わ
せ
て

は
な
ら
ぬ
。
全
責
任
は
、
補
弼
、
補
翼
者
が
負
う
如
く
す
べ
き
で
あ
る
。

然
ら
ざ
れ
ば
皇
室
が
消
滅
す
る
迄
行
く
こ
と
と
な
る
虞
が
あ
る
。
次
に

軍
の
統
制
は
錦
旗
奉
戴
に
あ
る
。
一
糸
紊
れ
ざ
る
姿
で
清
い
姿
を
以
て

武
装
解
除
に
応
ず
べ
き
で
あ
る
。

次
に
靖
国
神
社
の
処
置
で
あ
る
が
こ
れ
は
永
久
に
存
続
す
る
。
御
親

拝
も
当
然
に
あ
る
こ
と
と
思
う
。
未
合
祀
の
戦
死
・
戦
災
者
、
戦
争
終

結
時
の
自
決
者
も
合
祀
す
べ
き
で
あ
る
。
之
を
犬
死
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。

人
心
安
定
、
人
心
一
和
の
上
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

共
産
主
義
の
瀰
漫
を
極
力
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
戦
争
過

程
に
於
て
は
日
ソ
支
結
合
に
て
米
英
に
対
抗
せ
ん
と
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
降
伏
せ
る
故
に
こ
ゝ
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ソ
連
に

媚
態
を
呈
す
る
は
不
可
、
英
米
と
伍
み
、
ソ
連
に
対
抗
す
べ
き
で
あ
る
。

自
由
主
義
は
尚
共
産
主
義
よ
り
も
可
な
り
で
あ
る
。

敗
れ
た
り
と
雖
本
戦
争
が
国
際
道
義
に
立
つ
た
戦
争
な
り
と
の
印
象

だ
け
は
後
世
に
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
為
之
満
洲
国
皇
帝
、
総
理
の
取
扱

に
注
意
す
べ
し
。
比
島
大
統
領
も
我
手
に
於
て
保
護
す
べ
し
、
之
を
敵

手
に
委
す
る
な
ら
ば
、
小
日
本
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

作
戦
的
に
将
来
の
観
察
を
す
れ
ば
、
米
国
は
日
本
の
静

を
維
持
す

る
で
あ
ろ
う
。
其
の
真
意
は
米
は
将
来
ソ
と
戦
う
こ
と
に
な
る
と
考
え

て
居
り
、
米
は
大
陸
に
手
を
つ
け
ん
と
し
て
い
る
。
恐
ら
く
米
は
ソ
の

恢
復
に
先
だ
つ
て
ソ
を
や
つ
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
内
地
及
南
鮮
は
米
の

航
空
基
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
後
に
処
す
る
の
道
は
身
心
の
健
全
を
保
持
す
る
に
あ
る
。

次
に
戦
争
責
任
者
に
つ
い
て
述
べ
る
。
元
来
戦
争
責
任
者
は
あ
つ
て

も
戦
争
犯
罪
者
は
な
い
。
而
し
て
そ
れ
は
陛
下
で
は
な
い
。
彼
が
要
求

し
て
来
た
ら
之
に
応
ず
べ
き
で
あ
る
。
応
じ
方
で
あ
る
が
小
さ
い
者
迄

行
く
の
は
不
可
で
あ
る
。
小
物
が
相
手
に
な
る
の
は
不
可
で
あ
る
。
東

条
一
人
と
い
う
な
ら
ば
こ
れ
は
世
界
的
に
も
明
か
で
よ
し
。
岡
村
、
寺

内
は
局
部
的
指
揮
官
で
あ
る
。
窃
盗
、
強
盗
は
犯
罪
者
で
あ
る
が
戦
争

責
任
者
は
犯
罪
者
で
は
な
い
。

責
任
者
は
此
処
に
居
つ
て
敵
の
出
方
を
待
つ
て
い
る
。
極
め
て
軽
い

気
持
で
居
る
。
自
分
は
皇
徳
を
傷
つ
け
ぬ
。
日
本
の
重
臣
を
敵
に
売
ら

ぬ
。
国
威
を
損
し
な
い
。
故
に
敵
の
裁
判
は
受
け
な
い
。

自
分
は
陛
下
に
代
る
為
に
栄
爵
を
辞
し
な
い
。
大
き
な
形
で
国
に
代

る
の
で
あ
る
。

最
近
自
害
者
が
多
い
が
、
陛
下
の
大
御
心
を
伝
え
て
、
復
興
に
努
力

さ
せ
る
が
よ
い
。
そ
の
よ
う
に
説
得
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
。」

と
例
の
通
り
理
路
整
然
と
し
て
話
さ
れ
た
。
帰
り
際
に
「
戦
犯
の
発
表

が
あ
つ
た
ら
す
ぐ
知
ら
せ
て
く
れ
。」
と
言
わ
れ
た
。
私
の
そ
の
時
の
直

感
で
は
、「
や
る
な
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

附

記
之
よ
り
先
終
戦
直
後
に
南
大
将
か
ら
「
今
度
の
戦
争
は
道
義
の
戦
争

で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
今
は
日
本
を
侵
略
国
と
か
何
と
か
言
う
が
、
日
本

と
し
て
は
大
東
亜
戦
争
が
道
義
の
戦
争
で
あ
り
、
自
衛
の
た
め
の
戦
争

で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
を
後
世
に
伝
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
方
法
は
二

つ
あ
る
。

一
つ
は
臨
時
国
会
で
陸
軍
大
臣
が
其
の
旨
を
堂
々
と
述
べ
て
議
事
録

に
残
す
こ
と
、
他
の
一
つ
は
戦
争
責
任
者
が
潔
く
戦
争
裁
判
を
受
け
て

裁
判
記
録
に
そ
の
事
を
留
め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
聞
い
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
下
村
大
臣
が
戦
争
の
終
結
に
方
り
議
会
で
丁
重
な
る

釈
明
陳
謝
を
さ
れ
た
の
で
残
さ
れ
た
道
は
一
つ
し
か
な
く
な
つ
た
の
で

あ
る
。
勿
論
下
村
大
臣
は
衷
心
か
ら
陸
軍
の
罪
を
謝
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

当
然
で
あ
り
、
且
下
村
大
臣
の
熱
誠
あ
ふ
る
る
、
声
涙
共
に
下
る
陳
謝

に
は
多
く
の
議
員
達
も
、
下
村
大
臣
の
手
を
握
つ
て
、「
陸
軍
の
気
持

は
よ
く
判
つ
た
。
も
う
重
ね
て
詫
び
る
必
要
も
な
い
。」
と
言
つ
て
爾

来
陸
軍
の
責
任
追
及
の
手
は
ゆ
る
ん
だ
の
で
あ
る
。
自
分
は
何
と
か
東

条
大
将
に
裁
判
を
受
け
て
貰
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
つ
て
会
い
に

行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
東
条
大
将
の
言
行
か
ら
そ
の
見
込
が
な
く
な
つ

た
の
で
、
こ
れ
は
一
大
事
で
あ
る
。
然
し
私
の
言
で
飜
意
さ
せ
る
見
込

も
な
い
と
考
え
て
黙
つ
て
帰
つ
て
す
ぐ
下
村
大
臣
に
報
告
し
た
。
大
臣

は
そ
れ
で
は
自
分
が
会
つ
て
確
か
め
よ
う
と
い
わ
れ
て
翌
日
二
時
間
近

く
も
市
ケ
谷
の
大
臣
室
で
懇
談
し
た
の
で
あ
る
が
、
東
条
大
将
の
決
意

は
牢
固
た
る
も
の
が
あ
り
、
遂
に
飜
意
さ
せ
得
ず
、
更
に
も
う
一
回
会

う
積
り
で
あ
つ
た
が
延
び
延
び
に
な
つ
て
い
た
と
こ
ろ
遂
に
MP
の
逮
捕

の
た
め
用
賀
の
乗
込
み
、
自
決
、
未
遂
と
な
り
結
果
は
東
京
裁
判
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
結
果
的
に
見
て
日
本
の
た
め
に
幸
で
あ
つ
た
。
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【
二
五
七
】
将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定

す
べ
き
者
に
つ
い
て
の
説
明
会
記
録

〔
昭
和
33
年
12
月
９

日
〕）

将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
者
に
つ
い
て

の
説
明
会

記
録

総
代
会
当
日
引
揚
援
護
局
関
係
者
を
招
き
説
明
会
実
施

一
、
日

時

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
四
日
午
前
十
時

一
、
場

所

靖
国
神
社
々
務
所
書
院
ノ
間

一
、
出
席

総
代

北
白
川

祥

子

池

田

清

舘

哲

二

佐
々
木

周

一

高

橋

龍
太
郎

小

泉

信

三

大

谷

正

男

小
谷
野

伝

藏

欠
席

石

坂

泰

三

病
欠

林

利

藏

神
社
側

筑

波

宮

司

池

田

権
宮
司

坂

本

禰

宜

鈴

木

禰

宜

木

曾

主

典

細

井

主

典

奉
賛
会

岩
重
事
務
總
長

援
護
局

美

山

次

長

田

島

事
務
官

三

浦

事
務
官

阿

部

事
務
官

一
、
援
護
局
側
で
説
明
願
ひ
度
い
。

（
宮

司
）

二
、
三
浦
事
務
官
よ
り
別
冊
㈠
に
基
き
説
明
す
。

三
、
質
疑
応
答

質
1．
第
十
一
項
及
び
第
十
二
項
は
将
来
援
護
法
の
取
扱
ひ
が
な
さ
れ

る
見
込
み
あ
り
や

（
池
田
総
代
）

答
2．
検
討
中
で
あ
る

（
美

山
）

質
3．
予
算
は
あ
る
か

（
池
田
総
代
）

答
4．
数
も
少
い
し
予
算
上
も
差
支
へ
な
い

（
美

山
）

質
5．
第
十
一
項
の
「
戦
闘
協
力
者
同
様
の
状
況
」
と
は
如
何
な
る
意

味
か

（
岩

重
）

答
6．
戦
闘
に
協
力
し
た
と
云
ふ
実
証
は
わ
か
ら
な
い
が
同
様
の
状
況

下
に
在
つ
て
死
亡
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
者
の
意
で
あ
る

（
三

浦
）

答
7．
七
才
迄
の
者
で
積
極
的
協
力
者
は
援
護
法
上
裁
定
す
る
こ
と
に

先
月
頃
決
定
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

即
ち
第
十
一
項
は
消
極
的
協
力
者
を
云
ふ
の
で
あ
る
。

（
美

山
）

質
8．
第
十
二
項
の
強
制
疎
開
中
乗
船
し
た
船
は
対
島
丸
と
思
ふ
が
七

〇
〇
名
は
少
い
の
で
は
な
い
か

（
岩

重
）

答
9．
対
島ママ
丸
で
あ
る
。

死
亡
し
た
も
の
は
七
〇
〇
名
で
あ
る

（
三

浦
）

質
10．
第
十
二
項
の
場
合
内
地
で
疎
開
中
そ
の
他
の
犠
牲
者
と
の
差
あ

り
や

（
大
谷
総
代
）

答
11．
大
局
的
に
見
て
差
な
し
と
考
へ
る
。

（
美

山
）

四
、
外
に
質
問
は
な
い
か
（
別
に
急
ぐ
わ
け
で
は
な
い
が
）

で
は
戦
争
裁
判
処
刑
者
に
つ
い
て
の
説
明
を
ど
う
ぞ
。

（
宮

司
）

五
、
別
冊
㈡
に
基
い
て
田
島
事
務
官
よ
り
説
明
す
。

六
、
今
後
充
分
検
討
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

（
舘

総

代
）

七
、
こ
ゝ
で
決
定
す
る
の
で
は
な
い
の
で
す
ね
（
ほ
つ
と
し
た
面
持
ち
で

う
な
づ
く
）

（
小
泉
総
代
）

八
、
今
日
は
唯
説
明
を
聞
い
て
頂
い
た
だ
け
で
あ
つ
て
、
こ
れ
か
ら
充
分

検
討
し
て
頂
か
ね
ば
な
ら
ず
又
援
護
局
か
ら
も
更
に
来
て
頂
い
て
説
明

し
て
頂
く
こ
と
と
な
る
と
思
は
れ
る
か
ら
よ
ろ
し
く
願
ひ
度
い
。

で
は
こ
れ
で
こ
の
会
を
終
り
ま
す
。

（
宮

司
）

以
上
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【
二
五
九
】
別
紙
㈠
提
案
事
項

将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す

べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
者

〔
昭
和
34
年
１
月
26
日
〕）

将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
者

靖
国
神
社
の
従
来
の
合
祀
基
準
に
は
な
い
が
大
東
亜
戦
争
の
特
異
性
に

よ
り
将
来
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
検
討
す
べ
き
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

一

軍
人
軍
属
の
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
樺
太
等
に
お
い
て
受
傷
罹
病

し
た
公
務
死
亡
者
。（
戦
死
及
び
戦
傷
死
者
を
除
く
）

陸
五、〇〇〇

海
五、七五〇

計
一〇、七五〇

説
明次

の
よ
う
な
者
は
恩
給
法
及
び
遺
族
援
護
法
上
公
務
死
亡
者
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

1．

航
空
殉
職
者
（
新
型
航
空
機
の
試
験
飛
行
中
の
殉
職
者
を
含
む
）

2．

潜
水
艦
等
殉
職
者

3．

特
攻
兵
器
、
特
種
兵
器
試
験
及
び
訓
練
中
の
殉
職
者

4．

演
習
訓
練
行
軍
及
び
輸
送
中
の
傷
痍
疾
病
（
日
射
病
等
）
に
よ
る

死
亡
者

5．

軍
隊
等
に
お
い
て
集
団
発
生
し
た
赤
痢
及
び
栄
養
失
調
症
に
よ
る

死
亡
者

6．

病
院
に
お
い
て
伝
染
病
患
者
の
診
療
に
任
ず
る
軍
医
、
衛
生
兵
、

看
護
婦
で
当
該
伝
染
病
で
死
亡
し
た
者

右
の
う
ち
航
空
機
、
特
攻
特
種
兵
器
の
試
験
に
任
ず
る
者
等
に
は
そ

の
危
険
の
度
に
応
じ
特
別
手
当
を
支
給
し
恩
給
法
上
も
加
算
を
認
め
て

い
た
。

二

軍
人
軍
属
の
服
務
関
連
死
亡
者

陸
三五、〇〇〇

海
一五、〇〇〇計
五〇、〇〇〇

説
明大

東
亜
戦
争
の
特
性
上
弱
兵
を
徴
集
又
は
召
集
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
あ
つ
た
た
め
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
樺
太
等
で
公
務
と
認
め
る

傷
痍
疾
病
で
は
な
い
が
服
務
に
関
連
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り

遺
族
援
護
法
に
お
い
て
は
弔
慰
金
（
五
萬
円
）
遺
族
年
金
（
公
務
の
遺

族
年
金
の
六
割
）
を
支
給
し
恩
給
法
に
お
い
て
は
特
例
扶
助
料
（
公
務

扶
助
料
の
六
割
乃
至
七
割
五
分
）
が
支
給
さ
れ
て
お
る
。

三

軍
人
軍
属
等
の
法
務
関
係
死
亡
者

陸海

）
九二七

説
明

1．

日
本
国
と
の
平
和
条
約
第
十
一
条
に
掲
げ
る
裁
判
に
よ
り
拘
禁
さ

れ
た
者
の
う
ち
当
該
拘
禁
中
死
亡
し
た
者
で
所
謂
戦
犯
者
と
し
て
刑

死
し
又
は
拘
禁
中
自
決
又
は
病
死
し
た
も
の
で
あ
る
。（
旧
軍
の
軍

法
会
議
に
よ
り
軍
刑
法
又
は
一
般
刑
法
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
者
を
含

ま
な
い
。）

2．

こ
れ
ら
の
者
の
遺
族
に
は
公
務
と
同
額
の
遺
族
年
金
及
び
扶
助
料

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

3．

軍
人
軍
属
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
法
務
関
係
死
亡
者
に
は
公
務
と

同
額
の
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

四

国
家
総
動
員
法
に
基
く
徴
用
又
は
協
力
中
の
死
亡
者
の
中
、
一
般

工
場
に
徴
用
さ
れ
た
者

く
）。

〇

海

三〇〇

計

の
地

〇
三〇〇

説
明国

家
総
動
員
法
（
昭
和
十
三
年
四
月
一
日
法
律
第
五
十
五
号
）
第
四

条
の
規
定
に
よ
り
徴
用
さ
れ
た
者
及
び
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
協
力
さ

せ
ら
れ
た
者
の
う
ち
戦
時
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
者
で
、
こ
れ
ら
の
遺

族
に
は
三
萬
円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
一
般
工
場

に
徴
用
さ
れ
た
者
は
陸
軍
又
は
海
軍
の
軍
属
と
し
て
は
取
り
扱
わ
れ
て

い
な
い
。

国
家
総
動
員
法

昭
和
十
三
年
法
律
第

五
五
号

国
民
徴
用
令

昭
和
十
四
年
勅
令
第

四
五
一
号

船
員
徴
用
令

昭
和
十
五
年
勅
令
第

六
八
五
号

医
療
関
係
者
徴
用
令

昭
和
十
六
年
勅
令
第
一
、
一
三
一
号

獣
医
師
等
徴
用
令

昭
和
十
七
年
勅
令
第

三
九
号

国
民
勤
労
報
国
協
力
令

昭
和
十
六
年
勅
令
第

九
九
五
号

学
徒
勤
労
令

昭
和
十
九
年
勅
令
第

五
一
八
号

女
子
挺
身
勤
労
令

昭
和
十
九
年
勅
令
第

五
一
九
号

五

国
民
義
勇
隊
の
隊
員
で
出
動
中
に
お
い
て
従
事
し
た
業
務
に
よ
り
死

亡
し
た
者

陸

一〇、〇〇〇

説
明

1．

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
二
日
閣
議
決
定
「
国
民
義
勇
隊
の
組
織
に

関
す
る
件
」
に
基
い
て
組
織
さ
れ
た
国
民
義
勇
隊
の
隊
員
と
な
つ
た

者
で
出
動
中
従
事
し
た
業
務
に
よ
り
死
亡
し
た
者
で
あ
る
。

2．

広
島
県
に
お
い
て
編
成
し
た
国
民
義
勇
隊
が
広
島
市
の
疎
開
作
業

に
従
事
中
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
の
原
爆
に
よ
り
約
一
萬
名
が
死
亡

し
て
お
り
こ
れ
ら
の
遺
族
に
は
三
萬
円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。

3．

右
の
疎
開
作
業
は
防
空
法
（
昭
和
十
二
年
四
月
二
日
法
律
第
四
十

七
号
）
第
五
条
乃
至
第
五
条
の
十
の
防
空
計
画
に
基
く
作
業
で
あ
る
。

よ
つ
て
こ
れ
を
合
祀
す
る
と
き
他
の
防
空
法
の
規
定
に
よ
る
業
務

（
疎
開
作
業
、
防
空
監
視
防
火
等
）
に
従
事
中
死
亡
し
た
者
を
如
何

に
す
る
か
の
問
題
が
あ
る
。

六

満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
よ
り
終
戦

ま
で
業
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
者
及
び
終
戦
後
自
己

の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者陸

一、〇〇〇

説
明

1．

満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
は
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
二
日
の
閣
議

決
定
「
満
洲
開
拓
民
に
関
す
る
根
本
方
策
に
関
す
る
件
」
に
基
い
て

組
織
さ
れ
た
者
で
あ
る
。

2．

青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
業
務
上
又
は
自
己
の
責
に
帰
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
対
し
て
は
三
萬
円
の

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

3．

青
年
義
勇
隊
員
の
う
ち
陸
軍
の
軍
属
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
が
相

当
数
あ
り
軍
の
要
請
に
基
き
戦
闘
に
参
加
し
戦
死
戦
傷
死
し
た
者
は
、

陸
軍
軍
属
（
無
給
又
は
死
後
有
給
）
と
し
て
取
り
扱
は
れ
て
い
る
。

七

特
別
未
帰
還
者
の
死
亡
者

陸

五、〇〇〇

説
明

1．

旧
特
別
未
帰
還
者
給
与
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
七
十
九

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
別
未
帰
還
者
（
も
と
の
陸
海
軍
に
属
し

て
い
な
い
者
で
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
か
ら
引
続
き
海
外
に
在
つ
て

ま
だ
帰
国
せ
ず
、
且
つ
ソ
ビ
エ
ツ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
、
樺
太
、

千
島
、
北
緯
三
十
八
度
以
北
の
朝
鮮
、
関
東
州
、
満
洲
又
は
中
国
本

土
（
主
務
大
臣
の
指
定
す
る
地
域
を
除

域
内
に
お
い
て
、

ソ
ビ
エ
ツ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
の
地
域
内
の
未
復
員
者
と
同
様

の
実
情
に
あ
る
も
の
を
い
う
。）
が
自
己
の
責
に
帰
す
る
こ
と
の
出

来
な
い
事
由
に
よ
つ
て
死
亡
し
た
時
に
は
遺
族
に
対
し
三
萬
円
の
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

2．

こ
れ
ら
特
別
未
帰
還
者
が
未
復
員
者
と
同
様
の
実
情
に
な
る
ま
で

の
状
態
は
区
々
で
あ
り
入
ソ
者
の
如
く
当
初
よ
り
強
制
さ
れ
た
も
の

か
ら
相
当
期
間
自
由
に
商
業
等
を
営
ん
で
い
た
も
の
ま
で
あ
る
。

3．

終
戦
後
に
お
い
て
自
己
の
責
に
帰
し
得
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し

た
軍
人
軍
属
を
合
祀
す
る
以
上
こ
れ
ら
特
別
未
帰
還
者
を
如
何
に
す
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る
か
問
題
で
あ
る
。

八

軍
人
軍
属
の
在
郷
死
亡
者
の
う
ち
公
務
に
よ
る
受
傷
罹
病
の
日
よ
り

三
年
以
上
を
経
過
し
た
者

陸

二〇、〇〇〇

海

五〇〇

計
二〇、五〇〇

1．

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
戦
時
中
憲
兵
等
を
も
つ
て
在
郷
間
に
お
け
る

起
居
等
に
つ
い
て
調
査
し
個
別
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
審
査
さ
れ

て
い
た
が
今
や
そ
の
調
査
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

2．

こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
祭
神
と
し
て
合
祀
す
る
を
適
当
と
す
る
も
の

が
若
干
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
市
町
村
長
及
び
民
生
委
員
等
の
証

明
を
求
め
て
合
祀
を
審
査
し
て
は
如
何
か
と
考
え
ら
れ
る
。

九

船
舶
運
営
会
が
運
航
す
る
船
舶
の
乗
員
で
、
戦
地
勤
務
中
公
務
に
よ

り
死
亡
し
た
者
の
う
ち
、
陸
海
軍
々
属
と
し
て
取
扱
は
れ
て
い
な
い
者

陸

一〇〇

海

六五〇

計
七五〇

説
明遺

族
援
護
法
に
お
い
て
は
軍
人
、
軍
属
と
同
様
に
処
遇
さ
れ
て
い
る
。

十

内
地
に
お
い
て
終
戦
処
理
業
務
に
従
事
中
公
務
殉
職
し
た
者
。海

一〇〇

説
明昭

和
二
十
一
年
六
月
十
五
日
ま
で
は
軍
人
と
し
て
終
戦
処
理
業
務
に

従
事
し
、
弾
薬
の
処
理
又
は
掃
海
作
業
中
殉
職
し
た
も
の
で
、
遺
族

援
護
法
及
び
恩
給
法
で
は
公
務
扱
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

十
一

沖
繩
、
満
洲
、
サ
イ
パ
ン
等
戦
地
で
死
歿
し
た
六
十
才
以
上
の
者

及
び
十
四
才
未
満
の
者
で
、
戦
闘
協
力
者
（
援
護
法
上
の
名
称
）
同
様

の
状
況
に
よ
り
死
亡
し
た
者

陸

沖
繩
七、〇〇〇

海
（
サ
イ
パ
ン
）
三、〇〇〇

計
一〇、〇〇〇

満
洲
調
査
中

説
明遺

族
援
護
法
で
は
取
扱
は
れ
て
い
な
い
。

十
二

南
洋
、
沖
繩
等
よ
り
強
制
疎
開
途
上
敵
の
攻
撃
に
よ
り
死
亡
し
た

者

陸

七〇〇

海

一、五〇〇

計

二、二〇〇

説
明南

洋
方
面
の
居
留
邦
人
で
内
地
に
強
制
疎
開
を
命
ぜ
ら
れ
輸
送
の
途

中
、
乗
船
が
撃
沈
さ
れ
死
亡
し
た
者
や
、
沖
繩
の
学
童
が
集
団
で
内
地

に
強
制
疎
開
中
乗
船
が
撃
沈
さ
れ
死
亡
し
た
者
で
、
援
護
法
で
は
取
扱

は
れ
て
ゐ
な
い
。

合
計

一〇九、五二七

陸

八二、七二七

海

二六、八〇〇
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【260】昭和三十四年度春季靖国神社合祀事務等の細部について（連絡）（昭和34年１月30日復員第一三〇号

厚生省引揚援護局復員課長発都道府県主務課長宛）

【261】日本国との平和条約第十一条関係合祀予定者の祭神名票送付について（昭和34年３月10日復員第三一

六号厚生省引揚援護局復員課長発靖国神社調査部長宛）



【262】平和条約第十一条関係死没者の靖国神社合祀について（内連絡）（昭和34年４月４日事務連絡（法）第

七号厚生省引揚援護局復員課史料班長発）
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【263】旧陸軍関係昭和三十四年秋季靖国神社合祀事務について（昭和34年６月30日援発第三〇四二号厚生省

引揚援護局長発都道府県知事宛）

264



【264】昭和三十四年秋季靖国神社合祀事務等の細部について（昭和34年６月30日復員第六九一号厚生省引揚

援護局復員課長発都道府県主務課長宛）

265

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



【265】昭和三十四年秋季靖国神社合祀基準の追加について（昭和34年７月11日援発第三〇四七号厚生省引揚

援護局長発都道府県知事宛）

【266】昭和三十四年秋季靖国神社合祀事務等の細部の追加について（昭和34年７月11日復員第七四〇号厚生

省引揚援護局復員課長発都道府県主務課長宛）

266



【267】軍人軍属で戦時死亡宣告をうけた者の靖国神社合祀について（昭和34年８月13日復員第八四八号厚生

省引揚援護局復員課長発都道府県主務課長宛）

【268】旧陸軍関係昭和三十五年秋季靖国神社合祀事務について（昭和35年７月１日援発第三〇三三号厚生省引

揚援護局長発都道府県知事宛）

267

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



【269】昭和三十五年秋季靖国神社合祀事務等の細部について（昭和35年７月１日復員第九八二号厚生省引揚援

護局復員課長発都道府県主務課長宛）

【270】靖国神社の合祀基準について（昭和35年８月８日復員第1398号厚生省引揚援護局復員課長発各都道府県

主務課長宛）
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【271】〔別冊 靖国神社合祀予定者選考基準〕（〔昭和35年８月〕）
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【
二
七
二
】
別
紙
㈢

将
来
靖
国
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否

か
を
決
定
す
べ
き
者
の
中
決
定
を
保
留
又
は
研
究
す
る
こ
と

と
な
つ
て
ゐ
る
も
の

昭
和
36
年
５
月
10
日
）

別
紙
㈡

靖
國
神
社
調
査
部

三
六
、
五
、
一
〇

将
来
靖
國
神
社
に
合
祀
す
べ
き
か
否
か
を
決
定
す
べ
き
者
の
中
決
定

を
保
留
又
は
研
究
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
て
ゐ
る
も
の

一
、
軍
人
軍
属
の
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
樺
太
等
に
お
い
て
受
傷
罹
病

し
た
公
務
死
亡
者

１
、
軍
隊
等
に
お
い
て
集
団
發
生
し
た
赤
痢
及
び
栄
養
失
調
症
に
よ

る
死
亡
者
（
保
留
）

二
、
軍
人
軍
属
の
服
務
関
連
死
亡
者
（
保
留
）

三
、
軍
人
軍
属
等
の
法
務
関
係
死
亡
者

１
、
軍
人
軍
属
で
内
地
関
係
死
亡
者
（
保
留
）

２
、
軍
人
軍
属
以
外
の
者
（
保
留
）

四
、
國
民
義
勇
隊
の
隊
員
で
出
勤
中
に
お
い
て
從
事
し
た
業
務
に
よ
り
死

亡
し
た
者
（
保
留
）

五
、
満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
よ
り
終
戦

ま
で
業
務
上
の
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
死
亡
し
た
者
及
び
終
戦
後
自

己
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者
（
戦

闘
に
参
加
し
戦
死
戦
傷
死
し
た
者
以
外
は
保
留
）

六
、
特
別
未
帰
還
者
の
死
亡
者
（
研
究
）

七
、
軍
人
軍
属
の
在
郷
死
亡
者
の
う
ち
公
務
に
よ
る
受
傷
罹
病
の
日
よ
り

三
年
以
上
を
経
過
し
た
者
（
研
究
、
保
留
）

八
、
船
舶
運
営
會
が
運
航
す
る
船
舶
の
乗
員
で
戦
地
勤
務
中
公
務
に
よ
り

死
亡
し
た
者
の
う
ち
、
陸
海
軍
々
属
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
な
い
者

（
内
地
港
湾
及
び
内
地
航
行
中
の
病
死
者
は
保
留
）

九
、
沖
縄
、
満
洲
、
サ
イ
パ
ン
等
戦
地
で
死
歿
し
た
六
十
才
以
上
十
四
才

未
満
の
者
で
、
戦
闘
協
力
者
同
様
の
状
況
に
よ
り
死
亡
し
た
者
（
研

究
）

十
、
南
洋
、
沖
縄
等
よ
り
強
制
疎
開
途
上
敵
の
攻
撃
に
よ
り
死
亡
し
た
者

（
研
究
）
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【273】旧陸軍関係の昭和36年秋季靖国神社合祀事務について（昭和36年７月５日援発第3024号厚生省援護局

長発各都道府県宛）



【
二
七
四
】
別
紙
㈠

終
戦
後
に
お
け
る
合
祀
審
議
の
状
況

昭
和
36
年
８
月
15
日
）

別
紙
㈠終

戦
後
に
お
け
る

合
祀
審
議
の
状
况

靖

國

神

社

調

査

部

昭
和
三
十
六
年
八
月
十
五
日
調

項
目
及
び
死
歿
状
况

法
の
取
扱

合
祀
状
况

説

明

一
、

軍
人
軍
属
の
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
及
び
樺
太
等
に
お
い

て
受
傷
罹
病
し
た
公
務
死
亡
者

１
、
航
空
殉
職
者

イ
大
東
亜
戦
争
間
航
空
機
搭
乗
中
の
殉
職
者

公
務

合
祀

ロ
大
東
亜
戦
争
以
前
の
も
の

公
務

保
留

２
、
潜
水
艦
等
殉
職
者

イ
大
東
亜
戦
争
間
潜
水
艦
潜
行
中
の
殉
職
者

公
務

合
祀

ロ
大
東
亜
戦
争
以
前
の
も
の

公
務

保
留

３
、
特
攻
兵
器
特
殊
兵
器
試
験
及
び
訓
練
中
の
殉
職
者

イ
大
東
亜
戦
争
間

公
務

合
祀

４
、
作
戦
準
備
中
の
傷
痍
に
よ
る
死
亡
者

イ
大
東
亜
戦
争
間

公
務

合
祀

５
、
演
習
訓
練
行
軍
及
び
輸
送
中
の
傷
痍
に
よ
る
死
亡

者

公
務

合
祀

イ
大
東
亜
戦
争
間

６
、
演
習
訓
練
行
軍
及
び
輸
送
中
の
疾
病
に
よ
る
死
亡

者

公
務

保
留

７
、
内
地
の
軍
隊
等
に
お
い
て
集
団
発
生
し
た
赤
痢
及

び
栄
養
失
調
症
に
よ
る
死
亡
者

公
務

保
留

鹿
児
島
、
千
葉
、
福
岡
に
多
く
発
生
し
て
ゐ
る
（
約
五

〇
〇
名
）
陣
地
構
築
等
の
た
め
野
営
時
に
発
生
し
た
も

の
で
、
衛
生
設
備
も
な
か
つ
た
。
特
に
公
務
扱
ひ
と
な

つ
て
ゐ
る
。

服
務
状
况

死
因

援
護
法

合
祀
状
况

事
故

殉
職
）

公
務

合
祀

陣
地
構
築
中

集
団

赤
痢

公
務

保
留

結
核
等

非
公
務

服
務
関
連
）

保
留

８
、
朝
鮮
、
台
湾
に
お
け
る
赤
痢
死
亡
者

公
務

保
留

９
、
台
湾
の
マ
ラ
リ
ヤ
に
よ
る
死
亡
者

公
務

保
留

⎭ ⎬ ⎫
戦
地
で
は
な
い
が
夫
々
の
特
殊
な
病
気
で
あ
つ
た
た

め
公
務
の
取
扱
ひ
を
う
け
て
ゐ
る
。

10
、
公
務
に
よ
る
そ
の
他
の
病
死
者
（
内
地
、
朝
鮮
、

台
湾
、
樺
太
）

公
務

保
留

11
、
病
院
に
お
い
て
伝
染
病
患
者
の
診
察
に
任
ず
る
軍

医
、
衛
生
兵
、
看
護
婦
で
当
該
伝
染
病
で
死
亡
し

た
者

公
務

合
祀

二
、

軍
人
軍
属
の
服
務
関
連
死
亡
者

非
公
務

援
ゴ
法

弔
イ
金
五
万
円

遺
族
年
金
六
割

恩
給
法

軍
人
）

特
例
扶
助
料
六

割
乃
至
七
割

保
留

陸
三
五
、
〇
〇
〇

海
一
五
、
〇
〇
〇

計
五
〇
、
〇
〇
〇

徴
集
延
期
（
学
徒
）
が
廃
止
さ
れ
て
召
集
と
な
つ
た
者

が
相
当
数
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

大
東
亜
戦
争
の
特
性
上

兵
を
徴
集
又
は
召
集
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
况
で
あ
っ
た
。

三
、

軍
人
軍
属
等
の
法
務
関
係
死
亡
者

１
、
軍
人
軍
属

Ａ
級

CB
級

外
地
処
刑
者

内
地
処
刑
者

２
、
そ
の
他

⎭―⎬―⎫
公
務
と
同

額
の
遺
族

年
金
及
扶

助
料
が
支

給
さ
れ
て

ゐ
る

同

右

保
留

合
祀

合
祀
予
定

保
留

１
、
訴
因
の
反
証
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
を
合

祀
の
対
象
と
す
る
。

２
、
軍
人
軍
属
以
外
の
者
で
該
当
者
五
人
程
あ
る
。
他

の
一
般
邦
人
の
場
合
と
の
均
衡
を
考
慮
し
つ
ゝ
検

討
す
る
必
要
上
保
留
さ
れ
あ
り
。

３
、
軍
人
軍
属
で
五
十
名
程
未
合
祀
あ
り
。
こ
れ
は
当

調
査
を
要
す
る
も
の
又
は
合
祀
不
適
当
と
思
は
れ

る
も
の
で
あ
る
。

四
、

國
家
総
動
員
法
に
基
く
徴
用
又
は
協
力
中
の
死
亡
者
の

中
一
般
工
場
に
徴
用
さ
れ
た
者

弔
慰
金
三
万
円

（
軍
属
の
取
扱

ひ
は
さ
れ
て
ゐ

な
い
。）

合
祀

五
、

國
民
義
勇
隊
の
隊
員
で
出
動
中
に
お
い
て
從
事
し
た
業

務
に
よ
り
死
亡
し
た
者

弔
慰
金
三
万
円

保
留

１
、
昭
和
20．

3 ．

22
閣
議
決
定
。

「
國
民
義
勇
隊
の
組
織
に
関
す
る
件
」
に
基
い
て

組
織
さ
れ
た
も
の
。

２
、
広
島
縣
原
爆
死
亡
者
約
一
万
名
あ
り
。（
疎
開
作

業
に
從
事
中
）

３
、
右
の
疎
開
作
業
は
防
空
法
の
防
空
計
画
に
基
く
作

業
で
あ
る
。

４
、
防
空
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
（
疎
開
作
業
、
防
空

監
視
防
火
等
）
に
從
事
中
死
亡
し
た
者
が
他
に
有

る
。

５
、
公
務
員
で
公
務
遂
行
中
戦
時
災
害
に
よ
り
死
亡
し

た
者
。

６
、
右
三
者
の
均
衡
上
の
問
題
を
検
討
す
る
要
あ
り
。

國
民
義
勇
隊

職
域

○
○
学
校
國
民
義
勇
隊

○
○
工
場

〃

地
域

○
○
村

〃

○
○
町

〃

六
、

満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
昭
和
二
十
年
八
月
九

日
よ
り
終
戦
ま
で
業
務
上
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
死
亡

し
た
者
及
び
終
戦
後
自
己
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者

弔
慰
金
三
万
円

１
、
軍
属
に
採
用
さ
れ
た
者
が
相
当
数
あ
り
、
こ
れ
等

は
合
祀
済
。

２
、
開
拓
犠
牲
者
援
護
全
國
協
議
会
か
ら
合
祀
の
陳
情

が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。（
援
護
局
扱
）

１
、
戦
闘
協
力
者
と
同
様
の
状
况
に
よ
る
死
亡
者

合
祀

３
、
外
に
勤
労
報
國
女
子
挺
身
隊
（
拓
務
者
）
報
國
農

場
隊
（
農
林
省
）
が
あ
る
。

２
、
終
戦
後
の
病
死
者

保
留

約
一
、
六
〇
〇

七
、

特
別
未
帰
還
者
の
死
亡
者

弔
慰
金
三
万
円

保
留

１
、
一
般
邦
人
で
あ
る
。

２
、
終
戦
後
ソ
連
や
中
共
に
抑
留
又
は
流
用
さ
れ
て
ゐ

た
者
で
あ
る
。

３
、
満
州
國
の
軍
官
学
校
の
生
徒
が
約
三
十
名
程
含
ま

れ
て
ゐ
る
。

４
、
現
在
約
一
三
、
〇
〇
〇
名
あ
る
。

５
、
資
料
は
約
二
〇
〇
位
出
来
て
ゐ
る
。（
援
護
局
）

八
、

軍
人
軍
属
の
在
郷
死
亡
者
の
う
ち
公
務
に
よ
る
受
傷
罹

病
の
日
よ
り
三
年
以
上
を
経
過
し
た
者

１
、
陸
二
〇
、
〇
〇
〇

海

五
〇
〇

計
二
〇
、
五
〇
〇

１
、
終
戦
に
伴
ふ
退
職
者
で
退
職
後
三
年
以
内
の
死

亡
者

２
、
そ
の
他

公
務

公
務

合
祀
予
定

保
留

２
、
終
戦
に
伴
ひ
退
職
し
た
者
で
退
職
の
日
よ
り
三
年

以
内
に
在
職
中
の
公
務
に
因
る
受
傷
り
病
の
た
め

死
亡
し
た
者
は
合
祀
す
る
。

九
、

船
舶
運
営
會
が
運
航
す
る
船
舶
の
乗
員
で
戦
地
勤
務
中

公
務
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
う
ち
陸
海
軍
軍
属
と
し
て

取
扱
は
れ
て
ゐ
な
い
者

１
、
海
軍
で
は
内
地
港
湾
を
出
航
す
れ
ば
例
へ
目
的
地

が
内
地
港
湾
で
あ
つ
て
も
大
東
亜
戦
争
期
間
は
そ

の
航
路
は
戦
地
扱
ひ
と
さ
れ
て
ゐ
た
。

１
、
戦
地
外
地
で
の
死
亡
者

遺
族
援
護
法
で

は
軍
人
軍
属
と

同
様
の
処
遇

合
祀

２
、
航
路
は
海
軍
で
指
定
し
た
の
で
は
な
い
。

３
、
他
と
の
関
連
上
更
に
研
究
す
る
為
保
留
と
す
る
。

２
、
内
地
及
内
地
港
湾
航
行
中
の
病
死
者

同
右

保
留

約
二
一
〇
名

十
、

内
地
に
お
い
て
終
戦
処
理
業
務
に
從
事
中
公
務
殉
職
し

公
務

合
祀

た
者

十
一
、
沖
縄
、
満
洲
、
サ
イ
パ
ン
等
戦
地
で
死
歿
し
た
六
十
才

以
上
の
者
及
び
十
四
才
未
満
の
者
で
戦
闘
協
力
者
同
様

の
状
况
に
よ
り
死
亡
し
た
者

１
、
援
護
法
な

し

２
、
満
洲
サ
イ

保
留

沖
縄
七
、
〇
〇
〇

サ
イ
パ
ン
三
、
〇
〇
〇

パ
ン
は
引

揚
給
付
金

支
給

満
州
調
査
中

３
、
沖
縄
は
見

舞
金
を
支

給
さ
れ
る

こ
と
に
決

定

十
二
、
南
洋
、
沖
縄
等
よ
り
強
制
疎
開
途
上
敵
の
攻
撃
に
よ
り

死
亡
し
た
者

同
右

保
留

陸

七
〇
〇

海
一
、
五
〇
〇

計
二
、
二
〇
〇

１
、
南
洋
方
面
の
居
留
邦
人

２
、
沖
縄
の
疎
開
学
童
（
対
馬
丸
）
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陸
海
軍
の
法
規

区

分

恩
給
法

遺
族
援
護
法

摘

要

軍

人

一
、
陸
海
軍
の
現
役
、
予
備
役
、
補
充
兵
役
又
は
国

民
兵
役
に
在
る
者

二
、
志
願
に
よ
り
国
民〔
※
１
〕

軍
に
編
入
さ
れ
た
者

軍

人

昭
２
法
律
第
47
号
兵
役
法
等

一
、
陸
軍
の
見

士
官
並
び
に
海
軍
の
候
補
生
及
見

習
尉
官

二
、
陸
海
軍
の
学
生
生
徒

準
軍
人

軍

人

一
、
陸
海
軍
の
高
等
官

二
、
陸
海
軍
の
警
刑
職
員
た
る
判
任
官
並
び
に
判
任

官
又
は
高
等
官
の
待
遇
を
受
け
る
者

軍

属

大
２
勅
令
第
261
号
文
官
任
用
令
等

軍

属

（
有
給
）

一
、
陸
海
軍
の
判
任
官
（
警
刑
職
員
を
除
く
）

二
、
陸
海
軍
の
理
事
官
、
事
務
官
、
通
訳
官
又
は
編

修

三
、
陸
海
軍
の
判
任
官
又
は
高
等
官
の
待
遇
を
受
け

る
者
（
警
刑
職
員
を
除
く
）

文

官

陸
海
軍
の
嘱
託
、
雇
員
、
傭
人
、
工
員
又
は
鉱
員

軍

属

軍

属
（
無

給
）

船
舶
運
営
会
の
運
航
す
る
船
舶
の
乗
組〔
※
２
〕

船
員

軍

属

昭
13
法
律
第
55
号
国
家
総
動
員
法
第
18

条

軍

属

無

給

死
後
有
給

）
陸
海
軍
の
要
請
に
基
く
戦
闘
参
加
者

国
家
総
動
員
法
の
規
定
に
基
く
徴
用
者
及
び
協
力
者

但
し陸

海
軍
の
徴
用
者
は
軍
属

陸
海
軍
の
協
力
者
は
軍
属
（
無
給
、
死
後
有
給
）

昭
13
法
律
第
55
号
国
家
総
動
員
法
第
４

条
第
５
条

国
民
義
勇
隊
の
隊
員

準〔
※
３
〕

軍
属

昭
20．

3．

22
閣
議
決
定
国
民
義
勇

隊
組
織
に
関
す
る
件

満
洲
青
年
義
勇
隊
の
隊
員

昭
14．

12．

22
閣
議
決
定
満
洲
開
拓

民
に
関
す
る
根
本
方
策
に
関
す
る
件

特
別
未
帰
還
者

昭
23
法
律
第
279
号
特
別
未
帰
還
者
給
与

法

陸
海
軍
以
外
の
文
官

文

官

陸
海
軍
以
外
の
官
、
公
署
の
嘱
託
、
雇
傭
人
等

防
空
法
関
係
從
事
者

昭
12．

法
律
第
47
号
防
空
法

戦

災

者

学

童

疎

開

一

般

同

右

〔
※
１
〕
法
律
上
存
在
す
る
も
の
で
事
実
上
は
な
か
つ
た
。

〔
※
２
〕（
陸
海
軍
の
指
定
船
員
の
肩
書
を
う
け
て
ゐ
た
者

〔
※
３
〕（
終
戦
後
昭
和
33
年
に
出
来
た
用
語
で
あ
る
）

【
二
七
六
】
別
紙
㈡

第
二
表
（
死
因
関
係
）

昭
和
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年
８

月
15
日
）

別
紙
㈡

第
二
表
（
死
因
関
係
）

一
、
合
祀
と
扶
助
料
（
遺
族
年
金
）
と
の
関
係

地

死

域

因

戦

地

事
変
地

満

洲

内

地

摘

要

戦
闘
公
務

○

○
）

○

○
）

○

○
）

傷

普
通
公
務

○

○
）

○

○
）

○

○
）

服
務
関
連

○

○
）

×

△
）

×

△
）

痍

無

○

○
）

×

×
）

×

×
）

故
意
重
過
失

有

×

×
）

×

×
）

×

×
）

一
、
軍
人
に
つ
い

て
示
す

二
、
軍
属
に
つ
い

て
は

１
、
戦
地
事
変

地
は
軍
人

に
準
ず

２
、
満
洲
及
び

内
地
は
戦

闘
公
務
の

み
に
戦
災

救
恤
規
程

適
用

戦
闘
公
務

○

○
）

○

○
）

○

○
）

疾

普
通
公
務

○

○
）

○

○
）

×

○
）

服
務
関
連

○

○
）

×

△
）

×

△
）

病

無

○

○
）

×

×
）

×

×
）

故
意
重
過
失

有

×

×
）

×

×
）

×

×
）

考 備

一
、
○
は
合
祀

×
は
未
合
祀

二
、（
○
）
は
公
務
扶
助
料
（
全
額
遺
族
年
金
）、（
△
）
は
特
例

扶
助
料
（
六
割
の
遺
族
年
金
）、（
×
）
は
対
象
外

二
、
受
傷
り﹅
病
と
死
亡
時
期
と
の
関
係

受
傷
り﹅
病
よ
り

三
年
以
内

合

祀

三
年
以
上

未

合

祀

問
題
点

１
、
受
傷
り﹅
病
の
時
期
不
明
の
た
め
調
査
に
時
日
を
要
し
て
い
る
も
の

が
あ
る
こ
と
。

注
、
遺
族
援
護
法
は
在
隊
中
に
り﹅
病
し
た
こ
と
を
確
認
す
れ
ば
裁

定
が
出
来
る
。

２
、
受
傷
り﹅
病
の
時
期
の
み
を
基
準
に
す
る
と
不
公
平
が
出
来
る
。

例
21．
2

死
亡
（
合
祀
）

18．
6

除
隊

昭
18．
3

支
那
に
お
い
て
り﹅
病

結
核
）

21．
4

死
亡

21．
3

除
隊
（
復
員
）

⎭⎬⎫
こ
の
間
配
船
が
な
く
内

地
に
送
還
出
来
ず

昭
18．
3

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ヤ

ビ
ル
マ

に
お
い
て
り﹅
病

結
核
）
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【
二
七
七
】
昭
和
三
十
六
年
度
に
お
け
る
第
四
回
合
祀
関
係

研
究
会
記
録

〔
昭
和
36
年
８
月
25
日
〕）

昭
和
三
十
六
年
度
に
お
け
る

第
四
回
合
祀
関
係
研
究
會
記
録

一
、
日
時

八
月
十
六
日

午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時
ま
で

一
、
場
所

靖
國
神
社
々
務
所
書
院
ノ
間

一
、
出
席
者

援
護
局
側

復
員
課

三
浦
事
務
官

業
務
第
二
課

阿
部
事
務
官

神
社
側

筑
波
宮
司

池
田
権
宮
司

坂
本
禰
宜

木
曽
禰
宜

（
鈴
木
禰
宜
は
出
張
不
在
）

一
、
目
的

援
護
局
側
よ
り
提
示
さ
れ
た
て
ゐ
た
「
将
来
靖
國
神
社
に
合
祀
す
べ

き
か
否
か
に
つ
い
て
決
定
す
べ
き
者
」
に
つ
い
て
爾
来
研
究
審
議
が

行
は
れ
、
そ
の
中
總
代
會
の
決
定
に
基
い
て
合
祀
の
取
運
び
と
な
つ

た
も
の
も
あ
る
が
、
保
留
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の
に
つ
い
て
昭
和
三
十

六
年
度
内
に
お
い
て
現
在
迄
三
回
の
研
究
會
を
開
催
し
一
應
の
検
討

が
な
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
等
の
経
過
を
当
初
の
も
の
か
ら
取
纏
め

「
終
戦
後
に
お
け
る
合
祀
審
議
の
状
況
」（
別
紙
㈠
）
を
作
製
、
こ
れ

に
基
い
て
経
過
説
明
を
行
ひ
、
こ
れ
が
取
扱
ひ
方
に
つ
い
て
現
段
階

に
お
け
る
最
終
的
決
定
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
右
に
先
立
っ
て
①
復
員
課
で
作
製
し
た
第
一
表
（
身
分
関
係
）
㐧
二

表
（
死
因
関
係
）＝

別
紙
㈡＝

に
つ
い
て
三
浦
事
務
官
よ
り
説
明
あ

り
。

②
業
務
第
二
課
で
提
案
の
別
紙
㈢
に
つ
い
て
説
明

別
紙
㈠
の
第
二
項
軍
人
の
服
務
関
連
死
亡
者
が
合
祀
の
対
象
と

し
て
論
議
さ
れ
る
段
階
に
至
る
場
合
は
本
提
案
事
項
を
併
せ
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
第
二
項
が
保
留
と
な
つ
た
為
本
件
も
保
留
と
す
る
こ
と
に
決
定
）

一
、
別
紙
㈠
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
こ
れ
が
取
扱
方
に
つ
い
て
決
定
せ
る

事
項
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
項
中
保
留
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の
に
つ
い
て
「
大
東
亜
戦
争
期
間
中

の
も
の
は
こ
れ
を
す
べ
て
合
祀
す
る
」
こ
と
に
決
定
。

從
つ
て
結
果
的
に
は
「
軍
人
軍
属
の
内
地
・
朝
鮮
・
台
湾
及

び
樺
太
等
に
お
い
て
受
傷
罹
病
し
た
公
務
死
亡
者
で
大
東
亜

戦
争
期
間
中
の
者
は
す
べ
て
合
祀
す
る
」
こ
と
ゝ
な
つ
た
譯

で
あ
る
。

第
二
項

保

留

第
三
項

Ａ
級
及
び
Ｂ
Ｃ
級
で
調
査
中
又
は
反
証
上
不
適
当
な
も
の
を

除
き
全
部
合
祀
す
る
。

第
四
項
（
既
に
合
祀
決
定
済
）

第
五
項

保

留

第
六
項

保

留

第
七
項

保

留

第
八
項

保

留

但
し
終
戦
に
伴
ひ
退
職
し
た
者
で
退
職
の
日
よ
り
三
年
以
内

に
在
職
中
の
公
務
に
因
る
受
傷
罹
病
の
た
め
死
亡
し
た
者
は

合
祀
す
る
。

第
九
項

公
務
死
亡
は
す
べ
て
合
祀
す
る
。

第
十
項
（
既
に
合
祀
決
定
済
）

第
十
一
項

保

留

「
註
」
援
護
法
上
年
令
の
範
囲
が
六
才
以
上
七
十
才
以
下
を

対
象
と
す
る
こ
と
に
改
正
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に

な
つ
て
ゐ
る
。

從
つ
て
事
実
上
は
合
祀
範
囲
が
自
動
的
に
拡
大
さ
れ
る

結
果
と
な
る
。

故
に
今
後
の
審
議
に
お
い
て
は
項
目
を
左
の
通
り
改
め
る
こ

と
ゝ
す
る
。

「
沖
縄
・
満
洲
・
サ
イ
パ
ン
等
戦
地
で
死
歿
し
た
七
十
才
以

上
の
者
及
び
六
才
未
満
の
者
」

第
十
二
項

保

留

以

上

一
、
今
後
保
留
と
な
る
も
の

１
、
軍
人
軍
属
の
内
地
・
朝
鮮
・
台
湾
及
び
樺
太
等
に
お
い
て
受
傷
罹

病
し
た
公
務
死
亡
者
で
大
東
亜
戦
争
以
前
の
も
の

２
、
軍
人
の
服
務
関
連
死
亡
者

３
、
軍
人
軍
属
等
の
法
務
関
係
死
亡
者
の
う
ち
Ａ
級
の
も
の

４
、
國
民
義
勇
隊
の
隊
員
で
出
動
中
に
お
い
て
從
事
し
た
業
務
に
よ
り

死
亡
し
た
者

５
、
満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
の
隊
員
で
終
戦
後
自
己
の
責
に
帰
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
事
由
に
よ
り
死
亡
し
た
者

６
、
特
別
未
帰
還
者
の
死
亡
者

７
、
軍
人
軍
属
の
在
郷
死
亡
者
の
う
ち
公
務
に
よ
る
受
傷
罹
病
の
日
よ

り
三
年
以
上
を
経
過
し
た
者

但
し
終
戦
に
伴
ひ
退
職
し
た
者
で
退
職
の
日
よ
り
二
年
以
内
に
死

亡
し
た
者
を
除
く

８
、
沖
縄
・
満
洲
・
サ
イ
パ
ン
等
戦
地
で
死
歿
し
た
七
十
才
以
上
六
才

未
満
の
者

９
、
南
洋
、
沖
縄
等
よ
り
強
制
疎
開
途
上
敵
の
攻
撃
に
よ
り
死
亡
し
た

者

南
洋
方
面
の
居
留
邦
人

沖
縄
の
疎
開
学
童

対
馬
丸
）

以
上

一
、
他
省
等
の
関
係
で
未
合
祀
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の
（
援
護
局
）

１
、
日
赤
看
護
員

日
赤
に
調
査
依
頼
中

２
、
野
戦
郵
便
局
員

逓
信
者
（

〃

３
、
野
戦
鉄
道
関
係
員

國
鉄
（

「
註
」
２
、
３
は
從
軍
文
官
と
称
し
て
ゐ
た
。
海
軍
関
係
は
合

祀
済
で
あ
る
。

一
、
他
省
関
係
で
未
審
議
と
な
つ
て
ゐ
る
も
の

１
、
勤
労
報
國
女
子
挺
身
隊
員
（
拓
務
省
）

２
、
報
國
農
場
隊
員
（
農
林
省
）

３
、
文
官
で
公
務
遂
行
中
戦
時
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
者
（
例

縣

庁
職
員
）
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【278】旧陸軍関係の昭和37年度靖国神社合祀事務について（昭和37年３月22日援発第3017号厚生省援護局

長発）

【279】〔別冊 靖国神社合祀予定者選考基準〕（〔昭和37年３月〕）
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【280】旧陸軍関係の昭和37年度靖国神社合祀の協力事務等の細部について（昭和37年３月22日復員第628

号厚生省援護局復員課長発各都道府県主務課長宛）

【281】別冊 靖国神社合祀予定者選考基準（〔昭和37年３月〕）
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【282】旧陸軍関係の昭和38年度靖国神社合祀の協力事務について（昭和38年６月10日援発第3007号厚生省

援護局長発）
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【283】旧陸軍関係の昭和38年度靖国神社合祀の協力事務等の細部について（連絡）（昭和38年６月10日復

員第444号厚生省援護局復員課長発各都道府県主管課長宛）
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【
二
八
四
】
靖
国
神
社
合
祀
事
務
に
つ
い
て

昭
和
39
年
５
月

11
日
）

靖
國
神
社
合
祀
事
務
に
つ
い
て

昭
和
三
十
九
年
五
月
十
一
日

靖
國
神
社

調

査

部

一
、
合
祀
基
準
に
該
當
す
る
も
の
で
、
所
謂
合
祀
洩
れ
と
な
つ
て
ゐ
る
も

の
の
調
査
方
法
に
つ
い
て

１
、
陸
軍
関
係
は
先
づ
「
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
」
と
し
て
東
京
都
を
調
査
の

対
象
と
し
、
石
田
事
務
官
（
阿
部
事
務
官
も
同
行
）
が
都
世
話
課

に
出
向
し
実
状
を

取
し
、
そ
の
結
果
神
社
側
も
交
え
て
協
議
す

る
こ
と
ゝ
す
る
。

２
、
海
軍
関
係
は
資
料
が
本
省
に
集
ま
つ
て
ゐ
る
の
で
目
下
整
理
の
体

勢
を
整
え
つ
ゝ
あ
る
。
外
務
省
で
作
製
し
た
南
洋
庁
関
係
名
簿
が

あ
る
か
ら
こ
れ
を
神
社
で
調
査
し
て
み
る
こ
と
。

３
、
共
済
組
合
員
関
係
は
援
護
法
に
加
え
ら
れ
る
よ
う
今
國
會
に
提
案

さ
れ
る
か
ら
通
過
す
れ
ば
今
後
自
動
的
に
援
護
局
で
資
料
を
扱
ふ

よ
う
に
な
る
。

二
、
合
祀
基
準
に
加
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
取
扱
上
保
留
と
な
つ
て
ゐ
る
も

の
。

１
、
軍
人
軍
属
で
満
洲
事
変
以
降
戦
地
、
事
変
地
及
び
終
戦
後
の
外
地

に
お
い
て
公
務
の
た
め
受
傷
り
病
し
、
内
地
帰
還
後
こ
れ
に
基
因

し
て
死
亡
し
た
者

但
し
、
受
傷
り
病
後
六
年
を
經
過
し
て
死
亡
し
た
者
又
は
昭
和
二

十
七
年
四
月
二
十
八
日
（
平
和
条
約
発
効
の
日
）
以
後
に
死
亡
し

た
者
を
除
く
。

三
、
合
祀
を
保
留
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に
つ
い
て
。

⑴

軍

人

イ
、
服
務
關
連
死
亡
者
（
特
例
法
該
當
者
）

ロ
、
戦
時
事
変
時
以
外
の
公
務
死
亡
者

ハ
、
三
年
以
上
経
過
死
亡
者
（
引
続
き
軍
療
養
機
関
等
で
六
年
以

内
死
亡
を
除
く
）

（
昭
和
二
十
八
年
頃
に
シ
ベ
リ
ヤ
・
中
共
か
ら
帰
還
し
た
者
が

数
名
居
る
）

⑵

軍

属

イ
、
服
務
関
連
死
亡
者

ロ
、
満
洲
事
変
及
び
支
那
事
変
中
の
事
変
地
以
外
で
公
務
に
因
り

死
亡
し
た
者

ハ
、
三
年
以
上
經
過
死
亡
者
（
引
続
き
軍
療
養
機
関
等
で
六
年
以

内
死
亡
を
除
く
）

⑶

一

般

者

イ
、
特
別
未
帰
還
者

ロ
、
防
空
法
に
よ
る
防
空
從
事
中
の
死
亡
者

ａ
、
公
務
員

ｂ
、
一
般
者

ハ
、
沖
縄
疎
開
学
童
死
亡
者

ニ
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
内
地
へ
強
制
疎
開
中
の
死
亡
者

引
揚
者
給
付
金

各
隊
で
持
つ
て
ゐ
る
。

ホ
、
沖
縄
の
消
極
的
戦
闘
協
力
者

見
舞
金

ヘ
、
サ
イ
パ
ン
、
比
島
、
満
洲
等
の
消
極
的
戦
闘
協
力
者

不
明

支
給
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

ト
、
阿
波
丸
殉
難
者
（
外
交
官
等
）

昭
和
二
十
八
年
頃
米
國
か
ら
見
舞
金
が
出
さ
れ
た
。

外
務
省
が
名
簿
を
持
つ
て
ゐ
る
。

日
本
郵
船
所
属
の
船

船
員
は
船
舶
運
営
金

チ
、
戦

殉
難
者

ａ
、
戦
地
に
お
け
る
戦

殉
難
者

ｂ
、
内
地
に
お
け
る
戦

殉
難
者

リ
、
軍
需
工
場
に
て
作
業
中
の
死
亡
者
（
地
震
等
）

今
度
名
簿
が
出
て
来
る

合
祀
よ
し

ヌ
、
航
海
訓
練
所
実
習
生
の
機
雷
遭
難
死
亡
者

大
成
丸
関
係

⑷

軍
人
軍
属
及
び
一
般
者

イ
、
平
和
条
約
第
十
一
条
に
依
る
法
務
死
者

ａ
、
Ａ

級

ｂ
、
Ｂ
、
Ｃ
級
で

◎
同
一
の
罪
で
軍
法
會
議
で
も
処
断
さ
れ
て
ゐ
る
者

◎
訴
因
の
反
証
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
者

◎
講
和
後
の
死
亡
者

未
合
祀
者
の
状
况
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
（
復
員
課
で
作
製
し
た
も
の
）。

（
參

考
）

昭
和
三
十
八
年
五
月
十
三
日
全
國
世
話
課
長
懇
談
會
（
神
社
主
催
）
で

神
社
の
現
況
、
要
望
事
項
等
印
刷
配
布
し
た
も
の
の
中
合
祀
関
係
記
事

抜
萃

『
終
戦
後
二
十
四
回
に
亘
る
合
祀
祭
に
よ
り
、
二
百
萬
柱
の
合
祀
を
了

し
た
が
、
尚
今
後
次
の
諸
点
に
つ
き
特
に
御
協
力
を
頂
き
、
こ
れ
が
完

成
を
期
し
た
い
考
へ
で
あ
る
。

㈠
從
来
の
基
準
内
で
合
祀
洩
れ
の
な
い
よ
う
特
に
御
配
慮
願
ひ
度
い
。

㈡
新
に
基
準
に
加
え
ら
れ
る
分
に
つ
い
て
、
近
く
援
護
局
よ
り
通
知
が

あ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
致
し
度
い
。

㈢
既
合
祀
の
祭
神
名
票
を
全
部
纒
め
て
五
十
音
順
に
整
理
の
結
果
、
重

複
等
疑
義
の
あ
る
も
の
が
發
見
さ
れ
た
爲
、
こ
れ
を
出
来
る
だ
け
早

期
に
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
し
か
も
こ
れ
が
爲
の
調
査
は
祭
神

名
票
を
作
製
し
た
県
の
原
簿
に
依
る
外
は
な
い
の
で
、
近
く
文
書
を

以
て
こ
れ
が
調
査
方
を
お
願
ひ
す
る
か
ら
、
右
事
情
を
御
諒
承
の
上

よ
ろ
し
く
お
願
ひ
致
し
度
い
。
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㈣
合
祀
通
知
状
を
遺
族
に
交
付
出
来
な
い
で
神
社
に
保
管
中
の
も
の
が

約
三
萬
通
有
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
方
法
に
つ
い
て
何
れ
具

体
的
に
御
相
談
致
し
度
い
が
、
取
敢
へ
ず
右
状
況
を
御
諒
承
願
ひ
度

い
。』

【
二
八
五
】
合
祀
事
務
担
当
者
会
同
に
つ
い
て
（
報
告
）
昭

和
39
年
５
月
15
日
）

昭
和
39
年
５
月
12
日
起
案

５
月
15
日
決
裁

合
祀
事
務
担
當
者
會
同
に
つ
い
て
（
報
告
）

み
だ
し
の
こ
と
に
つ
い
て
左
記
の
通
り
実
施
し
た
の
で
御
報
告
致
し
ま
す
。

記

一
、
日

時

昭
和
三
十
九
年
五
月
十
一
日
午
後
二
時
よ
り

一
、
場

所

靖
國
神
社
第
一
応
接
室
に
お
い
て

一
、
出
席
者

厚
生
省
援
護
局
復
員
課
（
旧
陸
軍
）

大

野

課

長

石
田
課
長
補
佐

三
浦
課
長
補
佐
と
交
替
し

靖
國
神
社
係
と
な
る
。

中

島

事

務

官

同

業
務
第
二
課
（
旧
海
軍
）

村

岡

課

長

阿

部

課

長

補

佐

脇

田

事

務

官

靖

國

神

社池

田

権

宮

司

木

曽

禰

宜

一、目

的

別
紙
の
通
り
の
合
祀
事
務
の
現
状
（
問
題
点
）
を
確
認
す
る
と
共
に
意

見
を
交
換
し
、
事
務
的
に
処
理
出
来
る
も
の
は
こ
れ
が
調
整
を
図
り
、

又
今
後
の
審
議
の
爲
の
足
掛
り
と
し
て
の
目
的
を
以
っ
て
本
會
同
を
実

施
せ
り
。

一、懇
談
の
結
果
、
結
論
を
得
た
も
の
及
び
参
考
事
項
は
朱
書
の
通
り
な
り
。

以

上
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【286】旧陸軍関係の昭和39年度靖国神社合祀の協力事務について（通知）（昭和39年６月９日援発第3016号

厚生省援護局長発都道府県知事宛）

【287】〔別表 第14類、第15類〕（〔昭和39年６月〕）



【288】旧陸軍関係の昭和39年度靖国神社合祀の協力事務等の細部について（連絡）（昭和39年６月９日復員

第449号厚生省援護局復員課長発都道府県主管課長宛）

【289】祭神名票の返送について（昭和39年６月22日復員第467号厚生省援護局復員課長発各都道府県主務課長

宛）
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【290】昭和40年度以後の旧陸軍関係戦没者の靖国神社合祀事務の協力要領について（昭和39年12月22日

復員第831号厚生省援護局復員課長発各都道府県民生主管部長宛）

【291】別紙 昭和40年度以後の旧陸軍関係戦没者の靖国神社合祀事務の協力要綱（案）（〔昭和39年12月〕）

289

第三期 昭和二七（一九五二）年四月二八日から昭和四九（一九七四）年まで (二）合祀関係



【292】旧陸軍関係戦没者の昭和40年度以後の靖国神社合祀事務に対する協力等について（昭和40年６月８

日調査第153号厚生省援護局調査課長発各都道府県民生主管課長宛）
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【293】別表 祭神名票の記入について（〔昭和40年６月〕）
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【294】様式第１ 祭神名票の補足（訂正）通知票（〔昭和40年６月〕）

【295】様式第２ 靖国神社合祀済祭神名票訂正通知票（〔昭和40年６月〕）
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【296】別冊 昭和40年度以後の旧陸軍関係戦没者の靖国神社合祀事務の協力要領（〔昭和40年６月〕）
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【297】別紙 昭和39年10月現在における靖国神社合祀予定者選考基準（〔昭和40年６月〕）
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【
二
九
八
】
合
祀
事
務
に
関
す
る
打
合
会
記
録

〔
昭
和
40
年

12
月
９
日
〕）

合
祀
事
務
に
関
す
る
打
合
會
記
録

一、日

時

昭
和
四
十
年
十
二
月
八
日
自
午
前
十
時

至
午
后
二
時

一
、
場

所

靖
國
神
社
々
務
所
第
二
応
接
室

一
、
出
席
者

厚
生
省
援
護
局
調
査
課
（
旧
陸
軍
関
係
）

三

浦

課

長

補

佐

中

島

事

務

官

同

業
務
第
二
課
（
旧
海
軍
関
係
）

阿

部

課

長

補

佐

靖

國

神

社
池

田

権

宮

司

木

曽

禰

宜

一
、
議
題

１
、
合
祀
事
務
の
最
終
段
階
に
お
け
る
基
本
的
処
理
方
法
に
つ
い
て

２
、
後
日
審
議
の
爲
保
留
と
な
つ
て
ゐ
る
項
目
に
つ
い
て
現
段
階
に
お

い
て
の

討
に
つ
い
て

３
、
從
来
事
務
上
保
留
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に
つ
い
て
の

討

一
、
検
討
の
結
果
次
の
と
お
り
に
取
扱
方
決
定
す

１
、
各
隊
保
有
の
資
料
中
未
合
祀
者
の
す
べ
て
を
名
票
と
し
て
全
部
を

神
社
に
提
出
す
る
。
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
既
に
昭
和
四
十
年
六

月
八
日
附
調
査
第
一
五
三
号
を
以
て
示
し
て
あ
る
が
更
に
本
日
の

打
合
せ
事
項
を
再
検
討
し
た
上
で
更
に
具
体
的
な
方
法
を
示
す
こ

と
ゝ
す
る
。

旧
海
軍
関
係
も
右
に
做
う
。

神
社
は
右
資
料
を
受
け
て
最
終
決
定
を
行
う
。

２
、
第
一
項
を
受
け
て
実
際
上
取
扱
ふ
場
合
を

討
し
た
る
結
果
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
（
保
留
中
の
項
目
に
つ
い
て
）。

イ

戦
犯
処
刑
者

援
護
局
で
全
部
の
名
票
を
作
製
す
る
。

◎
Ａ
級
及
び
陸
軍
刑
法
と
一
般
刑
法
を
受
け
そ
の
身
分
を
失
つ

て
ゐ
る
者
は
保
留
す
る
。

◎
そ
の
他
は
合
祀
す
る
（
旧
軍
人
軍
属
・
第
三
國
出
身
者
を
含

む
）。

資
料

別
冊
㈠

ロ

特
別
未
帰
還
者

約
一
、
八
〇
〇
名

満
洲
国
官
吏

〃

警
察
官
が
多
い

◎
ソ
連
で
死
亡
し
た
者
（
三
〇
〇
名
）
合
祀
す
る
。

満
洲
開
拓
青
年
義
勇
隊
員
も
含
ん
で
ゐ
る
。

◎
満
洲
で
死
亡
し
た
者

A

シ
ベ
リ
ア
に
送
ら
れ
た
が
再
び
満
洲
に
送
還
さ
れ
死

亡
し
た
者

合
祀
す
る
。

B

満
洲
で
死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
は
自
ら
の
意
志
で
中

共
軍
に
入
り
た
る
後
で
死
亡
し
た
者
が
、
か
な
り
有

る
が
こ
れ
ら
を
判
別
す
る
資
料
が
な
い
の
で
現
段
階

で
は
保
留
と
す
る
。

ハ

特
例
法
扶
助
料
該
〔
※
１
〕

当
者
（
服
務
関
連
者
）

陸
軍

二
九
、
〇
〇
〇
名

海
軍

一
二
、
七
〇
〇
名

計
四
一
、
七
〇
〇
名

◎
在
隊
中
伝
染
病
・
肺
結
核
等
、
栄
養
失
調
症
等
に
よ
る
死
亡

者
は
合
祀
〔
※
２
〕

す
る
。

◎
そ
の
他
は
保
留
す
る
。

説
明

特
例
法
該
当
者
は
営
内
居
住
者
だ
け
で
あ
る
。
從
つ

て
将
校
・
営
外
居
住
準
士
官
下
士
官
及
び
軍
属
は
該
當

〔
※
３
〕

な
し
。

ニ

沖
縄
疎
開
学
童
死
亡
者

資
料
は
琉
球
政
府
厚
生
局
が
保
有
し
て
ゐ
る
。
よ
つ
て
厚
生

省
か
ら
右
局
長
宛
資
料
提
出
方
要
請
し
こ
れ
に
基
き
合
祀
の

扱
ひ
と
す
る
。

ホ

阿
波
丸
殉
難
者

◎
陸
海
軍
軍
人
軍
属
は
合
祀
済
で
あ
る
。

◎
船
員
は
船
舶
運
営
会
員
で
あ
る
か
ら
合
祀
済
と
思
は
れ
る
。

業
務
第
二
課
で
調
査
す
る
。

◎
外
務
省
関
係
は
同
省
に
資
料
が
あ
る
か
ら
援
護
局
か
ら
同
省

に
提
出
方
交
渉
し
て
合
祀
の
取
扱
方
を
促
進
す
る
こ
と
ゝ
す

る
。

ヘ

軍
需
工
場
に
て
作
業
中
の
死
亡
者

從
来
は
戦
時
災
害
に
含
ま
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
が
、
業
務
上
災

害
者
と
し
て
公
務
裁
定
が
実
現
し
た
の
で
該
当
縣
か
ら
資
料

が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
れ
に
よ
り
合
祀
扱
ひ
と
す
る
こ
と
ゝ
す
る
。

３
、
從
来
事
務
上
保
留
の
も
の
に
つ
い
て

討
の
結
果
は
別
冊
㈡
の
と

お
り
そ
の
取
扱
方
を
決
定
せ
り
。

説
明内

地
は
昭
和
二
一
・
六
・
一
五
ま
で
外
地
は
昭
和
二
二
・

五
・
二
ま
で
兵
役
法
が
施
行
さ
れ
て
ゐ
た
。
又
内
地
で
は
昭

和
二
〇
・
一
一
・
三
〇
ま
で
現
役
（
召
集
）
が
生
き
て
ゐ
た
。

外
地
は
帰
還
ま
で
ゝ
あ
る
。

更
に
保
留
と
な
る
項
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
服
務
関
連
死
亡
者
の
う
ち
の
在
郷
死
亡
者
及
び
一
部
の
在
隊
死
亡
者
。

（
病
名
に
よ
る
区
別
）

二
、
六
年
以
上
経
過
死
亡
者
。

三
、
講
和
発
効
以
後
の
死
亡
者
。

四
、
特
別
未
帰
還
者
の
う
ち
の
主
と
し
て
満
洲
で
の
死
亡
者
。

五
、
防
空
法
に
よ
る
防
空
從
事
中
の
死
亡
者
（
一
般
者
）。

（
他
省
関
係
と
し
て
別
途
研
究
）

六
、
サ
イ
パ
ン
か
ら
の
強
制
疎
開
中
の
死
亡
者
。

引
揚
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
資
料
把
握
が
困
難
で
あ
る
か

ら
今
後
の
審
議
に
持
越
す
（
資
料
各
縣
保
有
）。

七
、
沖
縄
・
サ
イ
パ
ン
・
比
島
・
満
洲
等
の
消
極
的
戦
闘
協
力
者
。

沖
縄
は
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
て
ゐ
る
が
そ
の
他
は
無
い
。
從
つ
て
資

料
不
明
な
り
。

八
、
戦
争
殉
難
者
。

ａ
、
戦
地
、
ｂ
、
内
地

九
、
航
海
訓
練
所
実
習
生
の
機
雷
遭

死
亡
者
。

十
、
法
務
死
亡
者
。

Ａ
級
及
び
一
般
刑
受
刑
者

講
和
後
の
死
亡
者

別
冊
㈠

「
靖
國
神
社
未
合
祀
戦
犯
死
亡
者
に
関
す
る
資
料
」
は
「
法
務

関
係
資
料
綴
」
に
綴
替
し
あ
り
。昭

和
四
一
・
六
・
一
五

〔
※
１
〕

特
別
弔
慰
金
受
給
者
又
は
適
格
通
知
済
者
を
含
む

〔
※
２
〕

昭
和
16．

12．

8
以
降
18．

12．

31
ま
で
の
間
の
罹
病
は
極
め
て
服

務
に
関
連
濃
厚
な
る
者
、
昭
和
19．

1．

1
以
降
の
罹
病
は
服
務
に

関
連
あ
る
も
の
と
し
て
の
取
扱
ひ
を
す
る
。

〔
※
３
〕

後
に
法
改
正
に
よ
つ
て
含
ま
れ
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
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【
二
九
九
】
靖
国
神
社
合
祀
資
格
審
査
内
規
〔
昭
和
40
年
12

月
９
日
〕）

靖

国

神

社

合

祀

資

格

審

査

内

規

針 方

一
、
軍
人
軍
属
等
ニ
シ
テ
満
州
事
変
ニ
関
シ
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
ヨ
リ
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
迄
ノ
間
、
支
那
事
変
ニ
関
シ
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
ヨ

リ
昭
和
十
六
年
十
二
月
七
日
迄
ノ
間
ニ
於
テ
死
没
シ
タ
ル
者
及
大
東
亜
戦
争
ノ
爲
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
ヨ
リ
死
没
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
左
記
ニ
該
当
ス
ル

ト
キ
ハ
之
ヲ
合
祀
ス

１

戦
死
又
ハ
戦
傷
ノ
爲
死
没
シ
タ
ル
者

２

戦
地
、
事
変
地
ニ
於
テ
特
定
流
行
病
（
マ
ラ
リ
ア
、

紅
熱
、
痘
瘡
、
コ
レ
ラ
、
発
疹
チ
フ
ス
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
ペ
ス
ト
、
回
帰
熱
、
赤

痢
、
流
行
性
脳
脊
髄
脊
膜
炎
、
ト
リ
パ
ノ
ゾ
ー
ム
病
、
ワ
イ
ル
氏
病
、
カ
ラ
ア
ザ
ー
ル
、
黄
熱
、
流
行
性
出
血
熱
、
デ
ン
グ
熱
ヲ
謂
フ
）
二
罹
リ
又
ハ
自

己
ノ
重
大
ナ
ル
過
失
ニ
因
ラ
ズ
シ
テ
傷
疾
ヲ
受
ケ
若
ハ
変
病
ニ
罹
リ
之
ガ
爲
死
没
シ
タ
ル
者

３

戦
地
事
変
地
以
外
ノ
地
ニ
於
テ
、
戦
役
、
事
変
ニ
関
ス
ル
公
務
ノ
爲
傷
疾
ヲ
受
ケ
若
ハ
疾

病
ニ
罹
リ
又
ハ
避
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
災
厄
ニ
因
リ
死
没
シ
タ
ル
者

４

戦
地
、
事
変
地
等
ニ
於
テ
自
殺
シ
タ
ル
者
等
ニ
シ
テ
其
ノ
情
状
合
祀
ヲ
至
当
ト
認
ム
ベ
キ

者

二
、
本
内
規
ハ
作
戦
ノ
推
移
其
ノ
他
ニ
依
リ
多
少
改
変
ス
ル
コ
ト
ア
リ
比
ノ
場
合
ニ
ア
リ
テ
モ
合

祀
範
囲
ヲ
拡
大
セ
ザ
ル
如
ク
又
既
合
祀
者
ト
ノ
均
衡
ヲ
失
セ
ザ
ル
如
ク
特
ニ
留
意
ス
ル
モ
ノ
ト

ス
三
、
差
当
リ
審
査
上
進
據
ス
ベ
キ
標
準
左
ノ
如
シ
此
ノ
標
準
ニ
達
セ
ザ
ル
者
ハ
一
応
保
留
シ
、
後

日
更
ニ
精
細
ナ
ル
標
準
ヲ
定
メ
詮
議
ス

審

査

標

準

軍

人

戦
没
事

変
区
分

地

域

期

間

戦

死

戦
傷
死

軍

属

其

他

特

定

流

行

病

死

没

特

定

流

行

病

以

外

ノ

疾

病

及

不

慮

死

自

殺

満
洲
国

関
東
州
ヲ
除
ク
）
自

昭
和

六、
九、一八

至

同

一六、一二、
七

特
別
ノ
者
以
外
ハ
合
祀

但
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
日
以
降
満
州
国
ニ
於
テ

流
行
病
ニ
罹
リ
之
ガ
爲
死
没
シ
タ
ル
者
ハ
特
別
詮

議
ヲ
以
テ
合
祀
ス

一
、
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
日
以
前
ノ
原
因
ニ
因
ル
者
ハ
自
己
ノ
重
大
ナ
ル

過
失
ニ
ア
ラ
ザ
ル
限
リ
全
部
合
祀
ス

五
月
二
十
日
以
後
ノ
原
因
ニ
依
ル
死
没
者
ハ
在
満
三
ケ
月
以
上
ノ
者
ハ
特

別
詮
議
（
昭
和
十
五
年
四
月
定
ム
）

二
、
事
変
地
ニ
於
ケ
ル
受
傷
、
罹
病
ニ
因
リ
内
地
ニ
於
テ
死
没
シ
タ
ル
者
ハ

自
己
の
重
大

ナ
ル
過
失
又

ハ
破
廉
恥
ナ

ラ
ザ
ル
モ
ノ

ハ
成
ル
ベ
ク

一
、
軍
属
ハ
軍
人
ニ
比
シ
更
ニ

厳
選
主
義
ト
シ
死
没
当
時
ノ

任
務
及
状
況
ニ
依
リ
詮
議
ス

ル
ヲ
原
則
ト
ス

審
査
ハ
軍
事
行
動
ニ
参
加
シ

一
、
満
州
国
軍
ニ
雇
傭
中
ノ
帝

国
軍
人
ハ
日
本
軍
ノ

下
ニ

於
テ
戦
闘
シ
之
ガ
タ
メ
戦
死

又
ハ
戦
傷
ヲ
受
ケ
死
没
シ
其

ノ
情
状
合
祀
ヲ
適
当
ト
認
メ

北
支
那
及
上
海
方
面

自

昭
和

六、
九、一八

至

同

一一、一二、三一

①

受
傷
、
罹
病
後
三
年
以
内
ニ
該
傷
病
ニ
因
リ
死
没
セ
ル
者

②

内
地
帰
還
後
ノ
発
病
ハ
帰
還
後
一
年
以
内
ノ
モ
ノ
ヲ
取
敢
ヘ
ズ
詮
議

ス
③

事
変
地
ノ
傷
病
ト
死
因
ト
ハ
直
接
関
係
ナ
キ
場
合
ニ
於
テ
モ
前
者
カ

後
者
ノ
誘
因
ノ
一
ツ
ト
認
メ
得
ル
モ
ノ
ハ
詮
議
ス

④

事
変
地
罹
病
者
一
旦
治
癒
退
院
シ
後
日
疾
病
ノ
爲
死
没
シ
タ
ル
者
ハ

死
因
疾
病
ト
事
変
地
罹
病
疾
病
ト
ノ
間
ニ
関
係
ヲ
認
メ
得
ル
モ
ノ
ハ
詮

議
ス

合
祀但

其
ノ
情

状
合
祀
ヲ

至
当
ト
認

ム
ル
モ
ノ

タ
ル
期
間
及
其
ノ
本
質
等
ニ

ツ
キ
査
定
シ
有
宣
誓
、
陸
密

軍
属
（
昭
和
一
二
、
一
二
、

六
、
陸
密
第
一
四
六
二
号
参

照
）、
無
宣
誓
軍
属
ノ
順
位

ニ
ヨ
リ
其
ノ
厳
選
ノ
度
ヲ
加

フ
ル
モ
ノ
ト
ス
殊
ニ
多
額
ノ

報
酬
ヲ
受
ケ
必
任
義
務
ノ
軍

タ
ル
者
ニ
限
リ
特
別
詮
議
ス

満
州
国
軍
ニ
雇
傭
中
ノ
者

ニ
限
ル
他
ノ
満
州
国
官
庁

等
ニ
雇
傭
中
ノ
者
ハ
含
マ

ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

二
、
召
集
セ
ラ
レ
ザ
ル
事
変
地

居
住
ノ
在
郷
軍
人
ハ
所
属
軍

人
会
ノ
命
ニ
依
リ
且
日
本
軍

変 事 州 満

者 ノ 別 特

事
変
地
以
外
ノ
地

自

昭
和

六、九、一八

至

同

一六、一二、七

事
変
地
外
ニ
於
テ
特
定
流
行
病
ノ
爲
死
没
シ
タ
ル
者

ハ
其
ノ
発
病
事
変
ニ
関
ス
ル
公
務
ニ
基
因
シ
且

勲

ニ
該
当
ス
ベ
キ
功
績
ア
ル
者
ニ
限
リ
特
別
ヲ
以
テ
合

祀
ス本

項
ハ
西
比
利
亜
事
変
ニ
於
ケ
ル
特
異
事
項
ト
モ

謂
フ
ベ
ク
今
次
事
変
ニ
於
テ
ハ
該
当
者
少
シ
即
チ

該
当
事
変
ニ
於
テ
ハ

内
地
部
隊
ニ
於
テ
多
発
セ
ル
流
行
性
感
冒
ノ
爲

死
没
シ
タ
ル
者
ハ
其
ノ
原
因
戦
役
ニ
関
ス
ル
公
務

ニ
基
因
シ
且

勲
ニ
該
当
ス
ベ
キ
功
績
ア
ル
者
ニ

限
リ
合
祀
ス
」

ト
定
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ
端
ヲ
発
シ
爾
来
満
州
事
変
ニ
及

ビ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
軍
事
輸
送
中
ノ
事
故
、
動
員
編
成
業
務
中
ノ
事
故
罹
病
等
真
ニ
直
接
的

ナ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
之
ガ
爲
認
定
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
事
変
行
賞
ノ
結
果
ヲ
待

チ
詮
議
ス

二
、
事
変
地
ノ
解
釈
ニ
就
テ
ハ
関
東
州
、
朝
鮮
等
隣
接
地
域
ハ
成
ル
ベ
ク
厳

密
ニ
シ
範
囲
ヲ
膨
張
セ
シ
メ
ザ
ル
ヲ
要
ス

三
、
事
変
勤
務
ノ
解
釈
ヲ
厳
ニ
ス
ル
ヲ
要
ス

①

内
地
勤
務
ハ
大
体
ニ
於
テ
合
祀
セ
ザ
ル
ヲ
原
則
ト
シ
特
別
ノ
者
ハ
考

慮
ス

②

事
変
地
ヘ
輸
送
途
中
ノ
死
没
者
ハ
後
日
一
括
詮
議
ト
シ
保
留
ス

人
ト
大
イ
ニ
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル

者
ア
ル
ニ
注
意
ス
ル
ヲ
要
ス

又
其
ノ
身
分
例
ヘ
バ
居
留
民

ノ
義
勇
看
護
婦
ノ
類
ノ
混
入

シ
ア
ル
ヲ
考
慮
セ
ザ
ル
ベ
カ

ラ
ズ

二
、
戦
死
戦
傷
死
以
外
ニ
シ
テ

昭
和
十
三
年
五
月
二
十
日
以

後
ノ
原
因
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ハ
左

記
期
間
以
上
事
変
地
勤
務
ニ

従
事
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

満
州
六
月

昭
和
十
三
年

五
月
二
十
日

以
前
ノ
原
因

ニ
ヨ
ル
モ
ノ

ハ
五
月

隊
ノ
区
處
ヲ
受
ケ
テ
行
動
シ

之
ガ
爲
戦
死
又
ハ
戦
傷
ヲ
受

ケ
死
没
シ
其
ノ
情
状
合
祀
ヲ

適
当
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
限
リ

特
別
詮
議
ス

本
項
ニ
ハ
単
独
自
己
ノ
発

意
ニ
ヨ
リ
軍
ヲ
援
助
シ
又

ハ
満
鉄
社
員
其
ノ
他
ノ
職

務
等
ニ
テ
軍
ヲ
援
助
シ
タ

ル
者
等
ハ
包
含
セ
ザ
ル
モ

ノ
ト
ス

三
、
軍
人
軍
属
以
外
ノ
警
察
官

又
ハ
満
鉄
社
員
等
ノ
如
キ
ハ

軍
人
軍
属
戦
死
ト
同
様
ノ
情

況
ニ
於
テ
殉
職
シ
タ
ル
モ
ノ
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昭
和
十
五
年
四
月
以
降
ノ
審
査
ハ
主
旨
ニ
於
テ
ハ
変
化
ナ
キ
モ
左
ノ
標
準
ニ
依
リ
詮
衡
ス

①

内
地
罹
病
及
出
征
途
上
ノ
発
病
ハ
特
ニ
厳
選
主
義
ト
ス
又
内
地
動
員
部
隊
勤
務
中
ノ
者
ニ
付
テ
ハ
現
役
、
予
、
後
備
役
ノ

役
種
ヲ
考
慮
ス
ル
ヲ
要
ス

②

内
地
帰
還
後
ノ
発
病
殊
ニ
流
行
病
ハ
事
変
地
ニ
於
ケ
ル
勤
務
ト
当
時
事
変
地
ニ
於
ケ
ル
流
行
病
ノ
猖
獗
状
況
等
直
接
関
係

ヲ
考
察
ス

支
那
五
月

三
、
借
上
船
ノ
船
員
及
台
湾
本

島
人
タ
ル
軍
夫
等
ハ
軍
ノ
指

揮
下
ニ
在
リ
テ
戦
死
シ
タ
ル

場
合
ニ
限
リ
尚
全
般
ノ
情
況

ヲ
考
察
シ
タ
ル
後
合
祀
ス
ル

ヲ
可
ト
セ
ン

（
支
那
事
変
ニ
因
ル
船
員
該

当
者
ハ
昭
和
十
八
年
四
月
ヨ

リ
本
島
人
該
当
者
ハ
十
月
ヨ

リ
手
続
セ
リ
）

四
、
関
東
軍
司
令
部
ノ
「
タ
イ

ピ
ス
ト
」
ハ
従
来
合
祀
セ
ラ

レ
ア
ラ
ズ

五
、
西
比
利
亜
事
変
当
時
臨
時

傭
役
ノ
人
夫
、
仮
令
ハ
薩
哈

嗹
ニ
於
ケ
ル
道
路
其
ノ
他
構

築
ノ
爲
召
募
セ
シ
モ
ノ
ノ
如

キ
ハ
軍
属
ナ
リ
ト
雖
モ
常
時

傭
人
ト
ハ
其
ノ
趣
ヲ
異
ニ
ス

ル
ヲ
以
テ
真
ニ
公
務
上
ノ
犠

牲
ト
認
メ
ラ
ル
ル
者
ニ
限
リ

特
別
詮
議
ニ
付
シ
合
祀
ヲ
詮

議
セ
リ

ニ
限
リ
特
ニ
詮
議
ス
ル
モ
厳

選
ヲ
旨
ト
ス

①

満
州
事
変
初
頭
軍
ノ
命

令
ニ
依
リ
作
戦
ニ
協
同
セ

シ
者
ハ
合
祀
セ
ラ
レ
タ
ル

モ
現
下
治
安
状
態
ニ
於
テ

ハ
満
州
ニ
関
ス
ル
限
リ
本

項
該
当
者
ナ
シ

②

鉄
道
ニ
在
リ
テ
ハ
作
戦

線
ナ
リ
ヤ
経
済
線
ナ
リ
ヤ

等
（
炭
鉱
開
発
等
亦
同

ジ
）
ヲ
考
慮
ヲ
要
ス

③

支
那
事
変
ニ
於
テ
ハ
陸

密
軍
属
ト
シ
テ
取
扱
ハ
ル

ル
者
多
キ
ヲ
以
テ
注
意
ヲ

要
ス

四
、
以
上
各
項
ニ
拠
リ
難
キ
者

ノ
合
祀
資
格
審
査
ニ
就
テ
ハ

其
ノ
都
度
詮
議
ス
ル
モ
ノ
ト

ス①

満
州
事
変
初
頭
ニ
於
ケ

ル
国
策
移
民
、
満
州
国
鉄

路
局
所
属
者
、
協
和
会
員

等
ニ
テ
合
祀
セ
ラ
レ
タ
ル

者
ア
リ

②

満
鉄
社
員
等
ニ
シ
テ
日

本
軍
隊
指
揮
官
ノ
指
揮
ニ

在
リ
テ
勤
務
中
罹
病
シ
十

分
ナ
ル
治
療
ノ
途
ナ
ク
死

没
シ
タ
ル
病
死
者
ヲ
合
祀

シ
タ
ル
例
ア
リ

北
支
那

中
支
那張

鼓
峰
附
近

雄
基
洞
、

灰
岩
洞
、

新
阿
山
洞
、

上
角
山
ヲ

連
ヌ
ル
以

東
ノ
朝
鮮

ヲ
含
ム

南
支
那

仏
領
印
度
支
那

自

昭
和

一二、
七、七

至

昭
和

一六、一二、七

自

昭
和

一三、七、一二

至

同

八、一四

自

昭
和

一三、一〇、一二

至

同

一六、一二、七

自

昭
和

一五、九、二三

至

同

一六、一二、七

特
別
ノ
者
以
外
ハ
合
祀

一
、
満
州
事
変
同
様
ニ
取
扱
ヒ
タ
ル
モ
昭
和
十
五
年
四
月
ニ
ハ
在
支
勤
務
二

ケ
月
以
上
ヲ
標
準
ト
シ
テ
詮
議
ス

但
発
病
地
ノ
風
土
等
ノ
関
係
等
ニ
依
リ
若
干
其
ノ
期
間
ヲ
又
急
性
肺
炎

及
虫
様
突
起
炎
（

往
症
ハ
除
外
）
等
ハ
期
間
ニ
ツ
キ
考
慮
ス

次
テ
昭
和
十
五
年
十
月
二
以
上
ノ
外
当
時
ノ
勤
務
状
況
ト
傷
痍
疾
病
ノ
種

類
等
ヲ
考
慮
シ
テ
詮
議
ス

二
、
事
変
地
ニ
於
ケ
ル
受
傷
、
罹
病
ニ
因
リ
内
地
ニ
於
テ
死
没
シ
タ
ル
者
ハ

①

受
傷
、
罹
病
後
三
年
以
内
ニ
該
傷
病
ニ
因
リ
死
没
セ
ル
者

②

内
地
帰
還
後
ノ
発
病
ハ
帰
還
後
一
年
以
内
ノ
モ
ノ
ヲ
取
敢
ヘ
ズ
詮
議

ス
③

事
変
地
ノ
傷
病
ト
死
因
ト
ハ
直
接
関
係
ナ
キ
場
合
ニ
於
テ
モ
前
者
カ

後
者
ノ
誘
因
ノ
一
ツ
ト
認
メ
得
ル
モ
ノ
ハ
詮
議
ス

④

事
変
地
罹
病
者
一
旦
治
癒
退
院
シ
後
日
疾
病
ノ
爲
死
没
シ
タ
ル
者
ハ

死
因
疾
病
ト
事
変
地
罹
病
疾
病
ト
ノ
間
ニ
関
係
ヲ
認
メ
得
ル
モ
ノ
ハ
詮

議
ス

右
ニ
同
ジ

当
時
ノ
状
況

ニ
関
シ
精
査

ヲ
加
フ

変 事 那 支

祀 合 ク 悉 ハ 外 以

事
変
地
以
外
ノ
地

自

昭
和

一二、七、七

至

同

一六、一二、七

事
変
地
外
ニ
於
テ
特
定
流
行
病
ノ
爲
死
没
シ
タ
ル
者

ハ
其
ノ
発
病
事
変
ニ
関
ス
ル
公
務
ニ
基
因
シ
且

勲

ニ
該
当
ス
ベ
キ
功
績
ア
ル
者
ニ
限
リ
特
別
ヲ
以
テ
合

祀
ス一

、
本
項
ハ
西
比
利
亜
事
変
ニ
於
ケ
ル
特
異
事
項

ト
モ
謂
フ
ベ
ク
今
次
事
変
ニ
於
テ
ハ
該
当
者
少

シ
即
チ
該
事
変
ニ
於
テ
ハ

内
地
部
隊
ニ
於
テ
多
発
セ
ル
流
行
性
感
冒
ノ

爲
死
没
シ
タ
ル
者
ハ
其
ノ
原
因
戦
役
ニ
関
ス
ル

公
務
ニ
基
因
シ
且

勲
ニ
該
当
ス
ベ
キ
功
績
ア

ル
者
ニ
限
リ
合
祀
ス
」

ト
定
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ
端
ヲ
発
シ
爾
来
満
州
事
変

ヲ
経
テ
今
次
事
変
ニ
及
ビ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス

二
、
今
次
事
変
ニ
於
テ
ハ
内
地
勤
務
ノ
者
ニ
シ
テ

内
地
還
送
伝
染
病
患
者
取
扱
ニ
因
リ
爲
ニ
伝
染

病
ニ
罹
リ
タ
ル
者
等
モ
ア
ル
ベ
シ
本
項
ヲ
存
置

セ
シ
ム
ル
所
以
ナ
リ

一
、
軍
事
輸
送
中
ノ
事
故
、
動
員
編
成
業
務
中
ノ
事
故
、
罹
病
等
真
ニ
直
接

的
ナ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
之
ガ
爲
認
定
困
難
ナ
ル
モ
ノ
ハ
事
変
行
賞
ノ
結
果
ヲ

待
テ
詮
議
ス

二
、
事
変
地
ノ
解
釈
ニ
就
テ
ハ
関
東
州
、
朝
鮮
等
隣
接
地
域
ハ
成
ル
ベ
ク
厳

密
ニ
シ
範
囲
ヲ
膨
張
セ
シ
メ
ザ
ル
ヲ
要
ス

三
、
事
変
勤
務
ノ
解
釈
ヲ
厳
ニ
ス
ル
ヲ
要
ス

①

内
地
勤
務
ハ
大
体
ニ
於
テ
合
祀
セ
ザ
ル
ヲ
原
則
ト
シ
特
別
ノ
者
ハ
考

慮
ス

②

事
変
地
ヘ
輸
送
途
中
ノ
死
没
者
ハ
後
日
一
括
詮
議
ト
シ
保
留
ス

③

南
支
那
方
面
作
戦
ノ
爲
台
湾
ニ
待
機
中
ノ
期
間
ハ
事
変
地
ニ
準
ジ
詮

議
ス

昭
和
十
五
年
四
月
以
降
ノ
審
査
ハ
主
旨
ニ
於
テ
ハ
変
化
ナ
キ
モ
左
ノ
標
準
ニ
依
リ
詮
衡
ス

①

内
地
罹
病
及
出
征
途
上
ノ
発
病
ハ
特
ニ
厳
選
主
義
ト
ス
又
内
地
動
員
部
隊
勤
務
中
ノ
者
ニ
付
テ
ハ
現
役
、
予
、
後
備
役
ノ

役
種
ヲ
慮
ス
ル
ヲ
要
ス

②

内
地
帰
還
後
ノ
発
病
殊
ニ
流
行
病
ハ
事
変
地
ニ
於
ケ
ル
勤
務
ト
当
時
事
変
地
ニ
於
ケ
ル
流
行
病
ノ
猖
獗
状
況
等
直
接
関
係

ヲ
考
察
ス

③

戦
時
警
備
令
防
空
令
等
ニ
基
キ
朝
鮮
、
台
湾
、
関
東
州
及
内
地
要
地
ノ
防
空
監
視
、
射
撃
部
隊
ト
シ
テ
勤
務
中
ノ
死
没
者

ハ
警
備
ノ
実
務
ニ
服
務
中
ノ
事
故
ニ
限
リ
詮
議
ス
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